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金沢国立第十二銀行（現在の北陸銀行の前身〉の初代頭取である小幡和平は、加賀前田藩の家臣
であり、蔵書家であり、貨幣についての内外の資料の熱心な蒐集家であった。彼の蔵書は石川県立
図書館に保蔵されているが、殆んどその内容については知られていない。筆者は、たまたまこの7
百余問の蔵書に接し、その中に小幡和平の著作もあることを知り、敢え℃その中のー篇「国立銀行
ノ利害」を紹介して、国立銀行の経営者になる数年前に書かれた本書によって、銀行経営について
の準備のために調査・研究の相当に優れた努力がなされていたことを明らかにしようと思う。
国立銀行は、明治5年1月15日太政官布告第三四九号によって、銀行紙幣を発行する特権をもっ
と共に、普通銀行業務をも営むものとして「国立銀行条例」によって政府から設立されることにな
った。こうして国立銀行が、この条例によって、全国の各地方に設立されることになり、北陸に
は、金沢にまず第十二国立銀行が創設され、その頭取として小幡和平が就任することになるのであ
るが、彼のほかに国立銀行、さらには私立銀行の設立を請願する者もいないわけではなかった。国
立銀行の設立に困難な条件のときは、私立銀行としての「通常銀行」即ち国立銀行でない銀行であ
る普通銀行の設立①を願出ることがあった。即ち「明治・大正財政史」第一四巻によれば①明治8
年3月紙幣頭得能良介の正院へ提出した普通銀行条例制定の建議書では、通常銀行と称せられ、こ
の私立銀行の「設立ヲ請願スJレモノ年ヲ遂ブテ増加γ」①たので、あった。これについて政府は「追
テ一般ノ会社条例制定相成侯迄人民相対ニ任セ」ることとされた。
本稿は、小幡和平の著といわれる「国立銀行の利害」を中心にして、その内容とくにその経営に
ついての考え方を問題とするのであるが、このころの同じ金沢から設立をお願いした前田孝夫等の
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「通常銀行」の設立計画についても述べて、当時の企業経営の一端に触れたいと思うのである。
1、後藤新一、銀行条例の精神と普通銀行の歩み（東畑精一、高橋泰歳監修「日本の銀行制度確
立史」八頁〉
2、明治大正財政史、第十四巻、二六頁
3、明治財政史、第十二巻、四九三頁
二、前田孝央等の国立銀行創設願いと通常銀行の設立願い
(1) その経韓
小幡和平等による国立銀行の創設のほかに、既に明治8年に前田孝央などからも創立願いが提出
されていた。即ち同年4月に石川県商・庸川幸七、石川県土族、小野欽哉、 同内藤誠、 同不破真
！｜展、同前田孝夫から紙幣頭得能良介に対して願いでたが、営業上困難であるとし℃許可されなかっ
た。それで12月再び願出が提出された。①この件について日本金融史資料明治大正編では、この「
再願ノ儀ニ付指令及回答伺」として紙幣頭から石川県権令へ次のように回答案が記載されているO
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紙幣頭＠助＠） ＠）闇⑪＠
石川県前田孝夫外四名ヲリ当4月中国立銀行創立ノ儀出願有之侯処国立銀行ノ儀ハ今営業上困難
ノ次第モ有之ニ付他日発行可相成銀行条例＝照準追テ創立可致旨説諭致シ置侯処今般猶叉別紙之
通該条例御発行ノ日ヲ侯チ徒ラニ株金ヲ積置侯テハ特リ損失ノミナラズ大ニ同志ノ気鋒ヲ挫折シ
且ツ種々流言ニヨリ疑惑ヲ抱ク者モ不思J折角結約侯ヲ土崩尾解ニ至リ侯テハ実＝浩歎ノ至ニ付別
紙申合規則ヲ以テ差向キ営業致度趣願出侯処該条例ノ儀ハ玩ニ正院へ御上申ニ相成居不日御発行
ニ可相成候得共前顕ノ景況ニ付暫時モ其億難差置侯間是迄御指令相成侯例規ニ従ヒ左之通及指令
度且ツ別紙石川県権令ヨリ依頼書ノ回答案トモ併テ相同侯也
指令案
願ノ趣追テ一般ノ条例御発行相成侯マテ相対ヲ以テ結社営業候儀ハ不苦侯事
明治8年12月 日 紙幣頭
石川県権令へ回答案
御県士族前田孝夫外四名ヨリ銀行創立出願ノ儀に付発起人共身元保証等ノ儀御申越有之侯処右ハ
条例御頒布ノ上更ニ御掛合ノ母モ可有之候得共差向相対ヲ以テ結社営業侯儀ハ不苦旨及指令侯間
右様調承知有之度此義及御回答侯也
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月日 得能紙幣頭
桐山石川県権令殿
右のように前田孝央外四名からの創立願につい℃は、現在は認められないけれども後日には可能
性がある、しかし既に設立を見越して資本金を積立℃てある以上は、これを其僅に放置しておくこ
とは却って不都合ともみられるので、あって、紙幣頭としては「結社営業」即ち通常銀行頒布まで会
社創立することは苦しからざることとして許可せれる旨の指令を出し℃いる。
なお、このよ5な「通常銀行頒布迄会社創立」の目的については、前記前田孝夫外四名から、紙
幣頭得能良介殿あての願書に次のように述べ℃いる。①
（前略〉……元来加越能三ヶ国ノ儀ハ以前列藩ノ噴ハー藩独立ノ国制ニテ庶人＝至ノレマデ他国
取引等厳敷法則モ相立居容易ニ他国取組等ハ不仕土地柄ニテ唯藩内而己ニテ取引受際（授カ〉等
致来侯固阻未聞ノ人民殊ニ僻遠ノ地エシテ目今ノ形勢ヲ偵視スfレモノハ実以テ少ク今日ニ至リ侯
テモ、其幣風専難脱追日漸次衰微ノ景況ハ勿論避返金ヲ所有スノレ毛ノハ瓦石モ同様蔵置致置其用
ヲ成サス融通閉塞終ニハ破産哀業ノ勢ニ可立至ト歎息ノ余リ当春銘々申合銀行条例ヲ遵奉シ融通
至便ノ道ヲ得サシメ漸々物産繁殖園陪衰微ノ人民ヲシテ往々開化富有ノ地ニ立至ヲシメ度志願ヨ
リ追々説諭創立同志輩募集ニ及侯処一旦奮然気配等相進ミ目今数十万円ノ株金条約ニハ立至侯…
．（後略〕
右の表現は可成り極端で、あるが、地域経済の発展のために役立てる目的をもって銀行業の創立を
希望するとし℃いることは明らかである。思うに加越能三ヶ国は恰もー藩独立の国制とするのは塵
史的、地理的に理解できるとしても、他国取引を極度に制限した封鎖的商業国家のような「藩内而
己ニテ取ヲI」するという表現は事実関係と著しく異なっており、加賀滞自身も領内産の米を大阪に
送り、所謂登せ米制度が確立し、領内の港々から多量の米が輸出され℃おり、銭屋五兵衛、綿屋彦
九郎など日本海を縦横に活躍した海運業者があり、 「未開ノ人民殊ニ僻遠ノ地」という言葉は当を
得ていない。資金運用の知識乏しく「瓦石モ同様」との表現も同様に極端である。
(2) 通常銀行頒布迄「会社」の創立申合規則について
明治8年12月前記石川県士族前田孝夫外四名から紙幣頭得能良介に「通常銀行頒布迄会社創立申
合規則書法」①が提出された。ここに会社というのは、当時は銀行の名称は国立銀行についてのみ
許されていて、 （明治5年制定の「国立銀行条例」第二二条による〉、そのほかは銀行の名称を使
用することができないために、 「会社jの名称をつけたとものと考えられる。また政府はその社員日
を検討して公益を害しないと判定されれば「府県限り聞眉」けて許可することとされたO なお明治
8年3月紙幣頭得能良介は、 「通常銀行条例」を制定するよう当局に建議したので、あったが、これ
は「一般会社法制定ノ後ヲ倹チテ之ヲ発布スノレモ未ダ遅シトナサズ」＠という理由で延期されるこ
とになった。
この会社の目的、営業内容、機能および機構の主なる点は次の通りである。
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余輩蕊エ政府ノ通常銀行条例規則ヲ頒布アJレヤ直チエ此業ヲ輿サンコトヲ発起シ開業迄ノ手順発
起人ハ既ニ株金ノ半高ヲ積立テ語、株主ト共ニ左ノ数条ヲ仮ニ誓約シ各姓名ヲ自記シ実印ヲ調シ背
ナカランコト表セリ
第一条
資本ハ百万円ノ目的ヲ以テ即今三拾万円ト定メー株百円トシ株数ヲ三千二分ヅヘシ
第二条
右会社ニ於テ施行スル所ノ；事務左ノ如シ
一、当座預リ金ヲナス事
一、時限ヲ期シテ金ヲ預リ之ニ利足ヲ附与スノレ事
一、古金銀弁二地金（通用貨幣ニアラサレハ古金銀ト難トモ皆地金ノ部ニアリ〉ヲ売買シ又ノ、借
用証書荷為換等船荷送状売買品等ヲ抵当トジテ当座貸金ヲナスヘキ事
一、諸証券及ヒ其他宝物等ヲ預リ之＝預リ証書ヲ出シテ其安全ヲ請合又世人ニ代リテ公債証書或
ハ古金銀及ヒ地金等ヲ買入レ叉ハ之ヲ売捌等ノ事ヲ取扱叉割符金養老銀及ヒ給料払方等ヲ請
取リテ之ヲ算計シ受渡ヲナスヘキ事
（以下省略〉
右のように普通銀行業務を行なうものであり、取締役は五名とし、株式を三十株以上を所有する
者とされ、その下に、現場の事務は支配人、副支配人、勘定役、書記役等により行なう。総株主集
議は年二固とする。また予備金は半年毎に利益一割を貯蓄し、資本金の二割に達すれば利益金を分
配する。株金徴集の日限は明治9年3月初日と定め、初めは本店のみで開業し、漸次支店の事業を
聞くこと、株金徴集の本拠は金沢市尾張町八十番邸とすることなどを定めている。
このような計画書が作成され、資本金三十万円の通常銀行を金沢市に設立しようと努力した。と
ころが明治9年8月に至って、太政官布告第一O六号により、 「国立銀行条例の改正があり、国立
銀行のほかは銀行の名称を使用することの制限が解除され、私立銀行設立の道が聞かれることにな
った。これより先、私立銀行として三井組は、三井一族の資産で官金出納諸為換等を営み、また「
民間ノ信用既ニ厚ク其資カ確実①」という特殊な事情により、明治9年7月に、三井組の業務を引
きついて資本金二百万円の三井銀行が創立された、これがわが国で最初の私立銀行であることは衆
知の通りであるが、その他の通常銀行は、この年には創設が許可せられなかった。＠金沢で最初の
銀行は、金沢国立第十二銀行であり、それは資本金二十万円を以て明治10年8月26日に開業した。
こうしたわけで前田孝夫等の計画した通常銀行迄の会社も設立は実現しないままに終った。
1、日本金融史資料明治大正編第三巻五五一頁
2、同書五五三頁
3、問書五五回頁
4、前掲明治財政史五八六頁
5、大蔵省理財局銀行課「銀行使覧」四九六頁
6、もっとも明治9年8月には、国立銀行条例は改正になり、同条例第二二条の規定は削除され
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た。これにより国立銀行のほかは「銀行」としづ名称を使用することの禁止は無くなること
になり、私立銀行設立の方向は醸成されたが、明治10年、翌日年は各地に国立銀行が多数設
立され、遂に私立銀行は設立せられなかった。
三、明治初期の国立銀行設立事情
明治5年の「国立銀行条例」により、国立銀行が設立されたが、これは株式会社の形態、資本金
の最低額（人口十万以上の都市では五十万円、人口十万未満一万人以上の都市では二十万円が原則
〉銀行紙幣の発行を規定し、営業の本務は「為替両換約定為替荷為替預リ金其余引請貸借叉ハ引当
物ヲ取リテ貸金ヲナシ貸借証書其他ノ諸証書及貨幣地金ノ取引等」①と規定された。
このような銀行条例の趣旨からして、加藤俊彦氏が述べるように①それは政府はイギリス的な商
業銀行をねらっていたものとみられる。加藤氏はさらに「本邦銀行史論」①において「政府の方針
とし℃は、国立銀行ならびに普通銀行にたいしては、これらを商業銀行として発展させようとして
いたのであった」と断定している。
いまひとつの特色は銀行紙幣の発行が認められることであるO 当初は資本金の六割の額の政府紙
幣を政府に納入し、政府からはその額の金札引換公債証書を受け、これを抵当として同額の銀行紙
幣を発行することができた、そして資本金の四割を正貨で銀行が準備し、銀行紙幣を発行するが、
発行高に対する正貨準備の比率は六対四であり、相当に高かった。金札引換公債証書は年六分の利
子がつき、加えるに公債証書と同額の銀行紙幣を発行して貸出運用即ち年利率一割をあげるならば
公債証書の分としての六割分の六即ち三分六厘と銀行紙幣の分としての六割分の一割即ち六分合計
九分六産の利益をあげることができる。さらにこの他の業務から生ずる利益もあり、年一割以上の
利益が予測された。この利益は、政府の財政、金融攻策としての国立銀行の創設理由の「巨額ノ不
換紙幣ハ銀行ノ手ヲ経テ大蔵省ニ回収セラレ同時ニ正貨培換ノ銀行紙幣代リテ市場ニ流通スノレコト
トナJレヘク政府ノ素願タノレ財政ノ整理ト金融ノ疏通トハ巧ニ本条例ニ依テ達セヲ／レ」④ことと相ま
って、経済政策と適合した経営対策がとられた。
しかし正貨免換の銀行紙幣は発行の素地がなく、国立銀行の設立は、四行にすぎなかった。事
実、輸入超過となり、正貨流出し、政府の不換紙幣が増発され、明治8年には政府紙幣は金貨千円
について一七円の打歩を加えねばならなかった。また銀行取引は少なく、総預金の中で官公預金の！
比率が五0%内外をしめるほどに高く、国立銀行の経営は困難であった。このために明治9年8月
国立銀行条例が改正され、最低資本金の法定額を緩和して人口十万人以上の都市では二十万円、十
万人未満の地方では十万円を原則とし、銀行紙幣発行限度が拡張されて資本金の八0%とされ、ま
た正貨免換を改めて政府不換紙幣と引き替えることとされ、銀行紙幣発行高の四分のーの政府紙幣
を準備すればよいことになった。かくて銀行紙幣は正貨免換から政府不換紙幣に引き換えられ、ま
た銀行紙幣発行のわくも拡大された。さらに華士族の金禄公債の活用の方法を講じて、抵当の対象
とし銀行紙幣の発行を認めて金禄公債出資による国立銀行の設立が可能になり、各地に創設のプー
ムが勃興した⑦。明治9年から12年にかけて全国的に国立銀行が雨後の笥の子のように出現した。
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その数は百五十三に達した。
なおここでは国立銀行の経営問題について考究することが目的ではない。この問題に接近するた
めには、資本金出資構成としての通貨出資と金禄公債出資との割合、銀行紙幣発行高、あるいはま
た「人民預金」と称した一般預金と「御用預金」といわれる官公預金の増減、そして貸出金構成や
その担保別構成たとえば国債証券、株券、地所家屋、穀物、雑品、信用などの問題、銀行の預貸
金、借入金や預貸率などについて触れなければならない。しかし本稿は盟立銀行の在り方について
の見解を示すことが目標であり、小幡和平の立場を明らかにするための前置きとしてこれに触れる
にとどめた次第である。
1、国立銀行条例（太政官布告第三四九号〉第一O条第一節
2、加藤俊彦「銀行条例について一割日普通銀行の性格に関連して、（「経済学論集」第一七巻
第三号〉
3、加藤俊彦著、本邦銀行史論、一二六頁
4、明治財政史、第一三巻ー0ー 頁
5、例えば、加藤俊彦、大内力編著「国立銀行の研究」。朝倉孝吉、 「明治前朝日本金融構造
史J、第三編、第一章「国立銀行の濫立とその設立者、機能、性格」
四、小幡和平著「国立銀行ノ利害」について
小幡文庫の蔵書の中に、彼の著書とみられる「国立銀行ノ利害」がある。和綴で毛筆でかかれ、
十六枚からなっている。本書は、その中に「国立銀行ノ利害J、「諸品物価ノ騰貴」 「正貨堵幣ノ開
差」、 「動産不動産ノ得失」の項目があげられていて囚節から成っている。しばしば説明文が二行
にして小さい文字で文中に差し入れられていること、また文中の文字を消してその横に適当な文字
を加筆していること、さらに数ケ所であるが、文の上に註のような形で説明が加えられていること
などからして、これはなお完成した書物とはいえない、しかし文字の形は整っており、一応清書さ
れている。
ただし本書にはその成立ないし成稿の期日は記入されていない、完成稿でないためでもあろうと
思われる。いま文中の叙述によってこれを推察するならば、 明治七年の線に落着く。即ち第ーに
は、文中に「去明治六年中各銀行決算書ニ……とあること、第二に銀行条例を述べて「其募金／四
分ノ、本位金貨ニテ積立置紙幣引換ノ準備ニ光テ募金ノ六分ヲ大蔵省ニ納メ公債証書ヲ受取リ……」
とあることのこつの点があげられる。明治9年には「国立銀行条例」改正になるが、第二，点は改正
前の条例であり、これによって論述されているからである。
なお本書は、和紙に書かれてあり、文章の切れ目もなし、。以下の引用文は、これが今日まで全く
紹介されないままにあったので、そのまま記述することにする。ただし筆者において節の切れ目を
読みとり、仮りに若干の節に分けて示すことにする。
国立銀行ノ利害
条例第十一条
第六節
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国立銀行ノ利タノレヤ其維持興廃等ノ事ハ暫ク指置銀行条例中ノ計算ヲ以テ之ヲ
概言スルニ其募金ノ四分ハ本位金貨ニテ積立置紙幣引換ノ準備ニ充テ募金ノ六
分ヲ大蔵省二納メ公債証書ヲ受取リ年六歩ノ息ヲ得（百円ニ付六円ナリ〉倫又
右証書ヲ抵当トシテ紙幣寮ヨリ証書ノ全額銀行紙幣ヲ受取リ之ヲ発行シ文其息
ヲ得テ八重＝其利ヲ網スノレモノナリ仮令ハ募リ金百万円ノ銀行ナレハ六十万円
ヲ大蔵省ニ納メ公債証書ヲ受取リ壱ヶ年三万六千円ノ利ヲ得又六十万円ノ銀行
紙幣ヲ受取り之ヲ発行シ其利月壱歩五朱ト見倣シテ九千円一ヶ年十万八千円ナ
リ之ニ公債証書ノ利息三万六千円ヲ加テ通計十四万四千円ノ利ヲ得之ヲ元金六
十万円ニ配スレハ年ニ割四歩ニテ月ニ歩ノ利ニ当リ分外ノ利息ナリ之レ元金八
六十万円ナレトモ銀行紙幣ト公債証書ト二タ面ニ相成百二十万円ノ働ヲナセ／レ
カ故ナリ併ナカラ募金百万円ノ内四十万円ハ引換準備ニ積立置ナレハコノ四十
万円ハ働力ザfレ故年末lj十四万四千円ヲ元金百万円ニ配シ月一歩二朱ニ当リ大金
ニハ過分ノ手ljナリ其余他ヨリ預金モ有ベキナレトモ且亦預リ高ノ内少クトモ二
割五歩ハ臨時返却ノ用意トメ備置ヘキ規則ナレハ仮令ヒ月一歩利ェ借リ入レ一
歩五朱ニ貸附タリトモ其突ハ一歩一朱＝五ノ利ニ当レリー朱ニ五ノ益ニテハ手
数料ニモ足ラザノレヘシ併シ備置クご割五歩ノ内預リ高ノ一割jハ公債証書ニテモ
不苦トアレハ通貨ハ預リ高ノ一割五分備置トシテ計算スレハ月一歩ニ朱七五ニ
当リ其内社益ト成ノレハ僅カ二朱余ナリサスレハ預リ金ハ格別ノ益ナカJレヘキ乎
其余社費雑用役員月給等多分＝相懸1レへク且備金ノ外多少淀ミ金毛ナクテハ柑
成マシク是等巨帝国ノ、論ス1レ迄モナク既ニ去明治六年中各銀行決算書＝詳エシテ
之ヲ閲スノレニ惣様ノ利益大凡年六歩利ヨリ八歩利ノ間タニアリ年六歩利ナレハ
月五朱ニ当レリ右ノ如ク月五朱以上ノ利ニカカレハ大金ニノ、相当ノ手ljここνテ最
モ銀行ハ取建ツベク入社スベキノ要挙トモ云へシ
以上は、彼の「国立銀行ノ利害」の最初の部分であり、資金関係から、その機構と組織を述べ、
資本金百万円の銀行では年利十四万四千円即ち月一歩二朱の利益金が得られ「大金ニハ過分ノ利ナ
リ」として、国立銀行は企業として有利な経営が期待されると結論する。事実、明治六年の銀行決
算書によれば、年六歩ないし八歩の純益をあけていることを指摘、 「銀行ハ取建ツベク、入社スベ
キ」存在であるとして、国立銀行の創設による有利性を強調している。
次は引続いて、国立銀行の経営上の短所を指摘する。銀行紙幣の党換について二つの問題点をあ
げ、国立銀行条例の規定における正貨引換を批判する。まず第ーは、銀行の紙幣発行につき三のこ
の正貨準備、さらに残りの三分のーの引換準備を規定する点である。
然1レニ銀行紙幣引換方ニ至テ両条ノ難件アリ英一条ハ
国立銀行条例第六条
第十五節故銀行ニテ其紙幣発行ノ際ニ於テハ云云
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条例
第一節
第十八条
第三節
第十九条第五節
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但紙幣ノ皆高ヲ発行シテ後其引換多シテ三分二ノ正金ニテ引換方差支ユ
Jレ事アレハ其三分ーハ別ニ他ノ正金ヲ加へテ之ヲ引換珊モ之ヲ拒ミ叉ハ之ヲ怠
Jレヘカラス
此ノ但書ノ一条ニ至テ窮セサルヲ得ス元来紙幣高ノ三分二ノ正金ヲ以テ紙幣全
額ノ引換準備トシ引換方差支ユJレ事アνパ其三分ーハ別ニ他ノ正金ヲ加へテ之
ヲ引換lf)pモ之ヲ拒ミ又ハ之ヲ怠／レヘカラストアルハ甚タ難事エテ其銀行盛立ノ
日＝在テハ敢テ多ク引換ニモ向フマジクlJμカ憂ヘキノ蘭ナシト雄トモ一旦事故
アッテ一時引換エ向ヒ準備三分ノ二正金引換ノ際ニ当ッテ残リ三分一ノ引換方
差支サルノ処置アルヘキヤ銀行紙幣発行高六十万円ノ方ニ準備正金四十万円ヲ
以テ之ヲ引換残リ二十万円ノ正金何νニ可有之ヤ其銀行事故アルノ聞へ有之カ
何ν子細ナクテハ一時引換エ向フ事モ有之マシク純粋ニ之ヲ言ヘハ百万円ノ内
五十万円ハ正金エテ備へ置五十万円ヲ大蔵省、エ納メ公債証書壁銀行紙幣ヲ受取
之ヲ発行スル乎サナクテハ準備金ニテ三分ノこ引換!JJV残リ三分一引換方差支
銀行紙幣
タラハ公債証書返納大蔵省ヨリ正金相渡／レ事ニ有度義ナリ併シ銀行ノ大挙ヲナ
ス程ノ社中株主準備三分ノ一正金備方ハ其任タルヘシトノ義ナJレ乎依テ反覆顧
慮シテ之ヲ言へハ銀行紙幣受取高三分ーラ残ν置キ三分二ヲ発行スレハ引換方
ニ於テハ差支ナシト嘩モ其利益少ナシ寧口其利少クト毛引換方究スJレナキノ万
々優レノレエハ如カヂJレヘシ仮令ハ
六十万円 公債証書全額
此利三万六千円年六歩月五朱ナリ
紙幣高六十万円ノ内
四十万円 銀行紙幣発行高
此利七万三千円
年一割八歩月一歩五朱也
利息合拾万八千円
之ヲ元金百万円ニ配スレハ月九朱ニ当レリ之レハ銀行紙幣月一歩五朱ニ貸付／レ
ノ計算ナリ一歩五朱ニ廻ヲサレハ猶低利ニ相当Jレ方今各銀行紙幣全額発行ニテ
スヲ月五六朱ノ利益ニ当レハ紙幣三分ノー残シ置三分ノ二発行エテハ其利益愈
少カ／レヘク月利三四朱ヨリハ上ヲサルヘキ乎カJレク薄利エテハ営業ノ詮ナカル
ヘシ
ここにおいては、銀行経営の利益の低さに注目する。即ち月三四朱、年利に直せば三歩六朱か、
四歩八朱に当るにすぎない。これは「紙幣三分ノー残シ置三分ノ二発行」という国立銀行の紙幣発
行制度に由来するものであり、こうして発行された銀行紙幣が月一歩五朱にて貸付けられ、年利一
割八歩とい5高い利益をあげたと仮定しての計算である。この場合でも資本金に対しては月九朱に
なるとい5利廻り計算である。ところが現実の銀行紙幣発行の状況では、月五六朱即ち年利六分な
小幡和平の国立銀行経営論 -9-
いし七分二朱であり、資本金の三分のこが発行されるのであり、従って銀行経営の面からみれば「
其利益愈、少カノレヘク月利三四朱」ぐらいが見込まれるにすぎないとして、 「薄手iJ」になる点を歎
くのである。
さらに第二の難点が認められる。
此条正金壁官省！且紙幣三分ノ二発行ニ於テモ又猶此ニ一条ノ難件アリ銀行紙幣引換方ハ都テ正
ノ紙幣取リ交セ｜金ヲ以テ引換イタスヘキ規則ニ付正金流通ノ時ニ於テハ柳カ滞ナキカ如シト盤
引換Jレ事ニナレ｜モ一時正金払底ニナリタJレカ少シニテモ正格闘キヲ生スJレノ日ニ至ツテハ悉ク
ハ此患ナシ ｜ 引換エ向プヘク其引換タノレ紙幣重テ発行スレハ再ヒ引換ニ向ヒ随テ発行レ随テ
引換其引換ノ度々開キノ歩合ハ其銀行ノ損失トナノレナレハ紙幣ノ、受取ナカラ発
行ナシカタキモノト云へシ此ニ於テ銀行ノ取建ツヘカラス入社スヘカラサJレヲ
知ノレ然レハ百万円ノ募金ニテ六十万円ノ公債証書年六歩ノ利息ヲ得其内雑用月
給等引去リ残リノ利益而己ナJレヘシ此レニテモ倫銀行取建ツヘク入社スヘシト
言フヤ否ヤ
ここでは銀行紙幣についての正貨引換の問題を提起している。紙幣は「正金ヲ以テ引換イタスヘ
キ規則」であり、「正金払底ニナノレ」ことから起る通貨不安として「少シニテモ正橘開キヲ生スノレ
」ことを恐れる。正貨と紙幣との聞の価値の相違からくる紙幣の乱発、そして紙幣価値の下落があ
れば、そのとき銀行の紙幣発行は、事実上「発行ナシカタキモノト云へシ」との状況にある。国立
銀行は資本金の六割までの発行紙幣を発行することができても、紙幣を発行すれば、直ちに免換が
要求され、結局失敗に終ることになるを察知したのであり、政府の初めの予想になし℃開業したの
は、四行にとどまったのも此の理由によるのでらった。こうしたわけで、 「青淵回顧録」に述べる
ように、明治五・六年頃までは金紙に聞きを見なかったのが、明治七年に入っては政府の不換紙幣
濫発の流毒漸く市場に現われ、輸入増進につれてE貨流出亦甚だしく、八年の六月には政府紙幣は
金貨一千円につき一七、八円の打歩を生ずるに到った。国立銀行は其の為に銀行紙幣を発行すれば
従って取付に会い、横浜第二国立銀行の如きはトウトウ一枚の紙幣すら発行する事が出きなかった
」①という状態であった。実際におい℃銀行紙幣流通高は明治七年から急激に減少していった。 「
第一銀行史」によっても、明治八年には春頃より頻に金貨の取付が多くし℃、銀行は余儀なく自己
で其紙幣を引上げJ①ざるをえないのであった。こうし℃銀行紙幣実際流通高は、明治七年六月末
に四行合計で一三五万七000円に達したのを民点にして同年十二月末には八O万三000円に減
じ、翌年六月末に三八万一000円、十二月末には二三万四000円に、そし℃九年六月末には六
万二000円と漸減した③。この点については、後述するよ 5に渋沢栄ーも同意見を述べ℃いる。
なお引続い℃銀行の破産について述べる。
｜併シナカラ自余ノ諸会社ノ如キ破散スレハ社中株金ノ損失而己ナラス其余ニ損
条例第十八条 ｜ 
第十二節 l失アレノ、社中ヨリ償却スヘキ訳ナレハ其損失予メ計ノレへカラサレトモ国立銀行
-10-
会社ノ責任ニ合
名差全無名ノ別
アリ
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ニ於テハ「仮令其銀行ニ何様ノ損失アルトモ其株高ヲ損失スノレヨリ外ハ別ニ其
分等ノ賦当ハ受ケサノレヘシ」トアレハ仮令破散スルト毛株金丈ケノ損失ニテ其
余エ弁償却ノ憂ナケレハ他ノ諸会社ノ如キ大損失ヲ瞳成シ身代処分ヲ期スノレノ
大害アJレニ入社スノレヨリハ造カニ此ニシク優サJレヘキ乎
小幡は、国立銀行の破産については必すも悲観的で、ない。その影響の経済、社会に及ぼす広さ深
さを十分に考置し℃いなし、。国立銀行も経営の困難性を指摘しながらもその破産について深刻にと
りあげていなし、。明治七年駄に小野組と島田組が相ついで破産し金融界、経済界は混乱した。しか
し銀行の破産については政府もその影響の重大なのを憂膚、していて、政府は「銀行ヲシテ破産セシ
ムノレ如キ事アレハ独リ目下ノ金融ニ影響ヲ及ホスノミナラス将来ノ銀行信用ニ関スJレ事少ナカラ」
④ずとした。実に銀行の設立によって金融の道を開き、為替の便を進め、もって商業活動を活発せ
しめ、その社会的機能が果されるので、あり、その点を考慮すべきである。
以上で小幡の「国立銀行ノ利害」の項の叙述を終るが、本書は更に次の節の諸項目につい℃も論
及を続ける。
1、小貫修一郎編、青淵回顧録、上巻三九O頁、および東畑精一、高橋泰蔵監修、日本の銀行自i
度立史一一日本金融市場発達史E、第一篇銀行条例の精神と普通銀行の歩み（後藤新一〉一
二頁
2、第一銀行史（上巻〉九五九頁
3、明治財政史、第一三巻二九七頁
4、貨政考要（明治前期財政経済史料集成、第一三巻四四一頁〉
五、小幡「国立銀行ノ利害」続篇一
イ、物価騰貴論 ロ、正貨jo、よび紙幣論。
付録福沢諭吉の物価上昇論との比較
小幡和平の原本では、引続いて項目として「諸品物価騰貴」および「正貨惰幣ノ開差」の二篇が
叙述され℃いる。ここでは一応は続編として物価論、正貨および紙幣論という現代の用語をもっ℃
これを示すこととする。このご篇は直接国立銀行の利害lこ関係するのではなく、関連論文であると
いえる。
イ、物価騰貴論
諸品物価ノ騰貴
物価ノ昂低スノレ所以ハ人民需用ノ多寡ニ関ス1レコトハ固ヨリ言ヲ偉タサレトモ其昂低スノレ原由天
下ノ形勢ニ原ツクアリ稔穀ノ豊凶ヨリ生スノレアリ物品ノ多寡ヨリ来／レアJレ融通ノ緩急、ヨリ醸スア
リ貨幣ノ品位ヨリ因スJレアリ争戦アレハ兵器戎具騰貴シ凶歎ナレハ米穀食品沸騰スノレカ如キ是レ
天下ノ形勢エ原ツクモノナリ稔殻豊鏡ナレハ米価下落シ凶年飢歳ニハ米価騰貴ス／レカ如キ是レ稔
穀ノ豊凶ヨリ生ス；Vモノナリ輸出入ノ多寡国産ノ増減ニヨリ物価ノ昂低スJレカ如キ是レ物品ノ多
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寡ヨリ来ノレモノナリ金融寛ニシテ物価低ラス金融急ニシテ物価下落ス是レ融通ノ寛急ヨリ醸ス所
ナリ此四件ハ則一時ノ高低ヲ為シ商売毎ニ利ヲ射／レノ機会ナレトモ忽チ形ニ現ハレ見難カラスシ
テ其害ヤ最モ小ナリ外＝一件貨幣ノ品位ヨリ因スノレ物価ノ高低ハ甚タ見易カラサJレ所ニシテ其害
ヤ殊ニ大ナリ騒々然トシテ不知々々寛ニ大沸騰ニ至／レータヒ騰貴スレハ再ヒ復シカタシ之ヲ往時
ニ徴スJレニ（享保年間貨幣品位大変革アリ事繋長ナレハ附録ニ出ス〉元文以来文化文政ノ頃ニ至
ツテ物価甚タ低下セリ之レ其頃打続キ年穀豊鏡タリト雄トモ第一貨幣ノ品位ヨリ因ス1レ事瞭然タ
リ其所以ハ元文年間金銀改造後百年近ク改貨ナク金銀梢減少ノ姿ニテ夫カタメ物価漸々低下セリ
然ノレニ文政年間ヨリ追々貨幣新鋳改造天保安政続テ止マス文久慶応、ノ末ニ至リ旧幕府政権立タサ
Jレノ際ニアタッテ擬造贋金諸国二多ク成リ貨幣ノ種類但位区々ニシテ物価ノ紛屡言フハカリナク
御一新ニ至ッテ始メテ貨幣ノ品位麦ニ定マJレト難トモ未曽有ノ格幣御発行ニ相成リ亦是一層物価
ノ沸駕ヲ醸成セリ方今ノ物価ラ以テ天保頃ノ物価ニ較スノレニ大凡四倍五倍六倍〈此ニ四倍五倍ト
云ハート四五トノコトナリ〉ノ間ニ位セリ
彼においては、物価のi給貴、下落は人民需用の多少によるとしながらも、この高低にはそれぞれ
原因があるとして、次の五つの要因を分析する。ーは天下の形勢例えば戦争、二は農産物の豊凶、
三は輸出入の増減による国内物資の多少、四は金融の緩急、そして五貨幣の品位即ち改鋳等をあげ
る。これらのうちーから固までの原因は一時的現象になってゐらわれ、商人の利益獲得の機会をな
す、しかし第五の要因は「見易カヲサノレ所ニシテソノ害殊ニ大ナリ」として強調し、ーたび騰貴す
れば再び復し難さ持続性を帯びるとして歴史的に貨幣改鋳の事実関係を実証しようとしている。彼
の見解は一つの見識であり、優れている。明治10年の福沢諭吉著「民間経済録」にも「物価高下の
事」①が論じられτいるが、後ほどこれと対比して考察したい。
物ニ就テ一二之ヲ言ヘハ（比二物価ノ比較ニ天保頃ト云ブハ敢テ天保年中ニ限／レニアラス弘化嘉
永毛亦其内ナリ〉米壱石代価（天保頃〉金壱両内外〈方今〉通貨五円内外（大凡五倍ニアタレリ
〉炭目形拾貫目代価（天保頃〕銀五匁内外（方今〉通貨三十銭内外（大凡四倍余ニアタレリ〉大
工作料，音人分（天保頃〉銀三日匁五分（但六八金方今〉通貨十五銭（大凡四倍余ニ当レリ但方今拾
五銭ハ旧藩札ニテ三拾目ナレハ弐匁五分ノ十二倍ニ当レリ六十八匁ノ金価弐百目ニ至レハ大凡三
倍ニ近シ之レ藩札ノ低落ヨリ生シタノレ損失ナリ然ノレ上へニ倫又通貨ノ低下ヨリ四倍余ノ損失ラ受
ケ三四ノ十二倍＝至レノレナリ然ノレエ此ノ四倍余ト云ブノ精算ハ六十八匁金ノ弐匁五分ハ方今ニ此
較νテ新貨三銭六厘八毛ニ当レハ十五銭ハ即チ四倍O七余ニ当ノレナリ〉
湯銭一人分（天保頃〉銭六文〈但シ六八金百日ニ付銭九貫二百文替方今〉通貨五医（大凡五倍余
こ当レリ〉
客アリ日ク方今物価非常ニ騰貴スト世人挙テ之ヲ言へトモ余ハ更ニ之ヲ信セス然ノレ所以ハ天保ノ
頃湯銭六文ナリ然ノレニ方今銅銭四箇五箇ヲ以テ入浴ス然レハ往年ヨリ壱弐文ノ低下ナリ宣ニ之ヲ
騰貴スト言フヘケンヤト主人答テ日ク君不矢口ヤ銅銭十倍（藩礼二テノ、二十倍〉ニ価スノレヲ。サレ
ハ銅銭五箇ハ即今五原ナリニシナ往年ノ六文ニ比較スレハ八倍余ニ当レリ然、ノレニ之ヲ騰貴セサJレ
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ト言フヲ得ンヤ則湯銭ハ往年ノ八倍ニ位セリト言プヘシト傍人之ヲ駁メ日ク両説共ニ謂レア Pト
雄トモ未タ比較ノ正当ヲ得サノレナリ客ノ意ハ物価ノ騰貴νタ1レニデーハナク貨幣ノ低下シタノレナリ
トノ説ナノレへケレトモ未タ尽ササノレ所アリ主人ノ説ハ銅銭十倍ニ価スノレヲ以テ之ヲ比較セント欲
ス是亦比較担ニシテ正当ヲ得サノレナリ往年ノ銭六文ハ銅銭而己ニアラス且方今天下ノ通貨皆銅銭
ナラハ十倍ニ比較シ得へケレトモ銅銭アリ銑銭アリ金貨アリ銀貨アリ紙幣アリ各々価位区々ニシ
テ殊二銅貨等定位ノ貨幣ハ本位ノ金貨ヲ補助スJレ分貨ニシテ端タノ取ヲ｜エ遣ブ為メナレハ銅銭ノ
価位ヲ以テ物価ヲ比較シ得ヘキ記ニアヲス都テ定位ノ貨幣ハ本位ノ金貨ヲ目当トシテ通換スノレモ
ノナレハ物価ノ比較ハ本位ノ金貨エ基クヘキコトナリ依テ今ノ湯銭ノ比較ヲ言ヘハ
天保頃湯銭六文（但銭相場百目ニ付九貫ご百文替金壱両ニ付六十八匁替〉金一両代銭六貫二百六
十六文ニテハ銭湯千四拾三人入浴セリ
方今通貨五鹿ナリ金一円ニテハ二百人入浴ス。サレハ天保頃ノ五倍ニ割一分五ニ当レリト云ブへ
シ
この節では、天保の頃と比較し℃現在（明治七年ごろ〉の米、炭、大工賃料、湯銭の高捻を例示
している。初めの節では専ら価格変動の要因を述べたが、ここでは特に第五の要因に視点をおいて
最も日常生活に関係あると見られるこの四商品をあげて物価の一般的騰貴の事実関係を明らかにし
ようとしている。その際に注意されるのは、単に貨幣の換算によって両時期の価格を比較するので
はなくて、貨幣の購買力を考置して基準にするO 例えば天保ごろの湯銭六文につい℃は当時の金一
両によって入浴しうる人数と明治七年ないし八年ごろの湯銭五原について金一円によって入浴しう
る人数を比較し、その倍数を計算しているO 即ち前者の一、 O四三人と後者のご00人とを比較し
て五、二一五倍とした。単なる計算では天保ごろの六文は現在の五十文であり八倍余に当るが、こ
の方法をとらない。
右ノ如クナレハ方今ノ物価天保頃ニ較スレハ四倍五倍余ニ当 Lノリト云ヘシ如此ク大j保険ニ至レノレ
ハ年穀ノ豊凶ヨワ生スルニ非ス物品ノ多寡ヨリ来レ1レニ非ス融通ノ緩急、ヨリ醸スニ非ス是則貨幣
ノ品位低下スyレニ因スノレモノナリ貨幣ノ品位低下ノ証ハ既ニ安政ノ末外国金貨ノ比較ニテ保字金
一両ヲ以テ新小判三両二分余ノ通用ニ至レリ是レ貨幣ノ品位三分ノーニ低下スト云ヘシ其余古金
ノ価位準シテ昂レリ是レ物価三倍スノレノ徴ナリ併v全国ノ貨幣金貨而己ニテハ無之此時銀貨〈多
分ノ替リ無ケレハ之ヲ以テ全ク物価三倍ストモ言難ケレトモ何レ其左右ニハ出テサノレヘシ其後貨
幣ノ品位一変革アリテ方今ニ至リ新貨製造アリテ古金銀ノ価位妥ニ定マリ保字金一両ハ新貨四円
四十五銭余天保一分銀一両ハ新貨一円四十銭銅銭ハ壱！室等ノ通用ニ相成リ何レモ数倍ニ価セリ親
シク貨幣ノ全額ヲ知ヲサレハ平均何倍ト云プノ証ヲ得サレトモ幣位大凡四分ノーニ低下セリサス
レハ物価ハ四倍スト云ッテ可ナラン乎是レハ之v保字金ト新貨幣トノ品位ヲ以テ之ヲ論スレハ一
目瞭然、如此ク隠スコトナク蔽ブコトナク権衡ノ懸ツテ軽重逃yレノレ処ナキカ如シ
このようにして物価の長期波動とし℃天保、明治を比較して、その鳴貴傾向の事実を把握してそ
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の原因を貨幣の品位低下即ち改鋳に求める。幕末には旧一両が新小判三両二分に通用し、さらに明
治に入札新貨四円四十五銭通用になった。こうして貨幣価値は大凡四分のーに低下し、それだけ
物価は上昇した。
これと共に物価上昇の原因として貨幣数量の増大、即ち紙幣の発行の増加をあげて、いわゆる貨
幣数量説を展開している。そして物価上昇の恐るべき例をあげ、鴻池や加嶋屋等の金貸し業の破産
を示す。天保ごろ金百両をもって米百石を買い得ても、現在は金百円を以て米二十石のみしか買え
ない事情であり、次のように述べる。
又之ニ力日プJレニ貨幣ノ多寡ヲ以テ之ヲ論スレハ右貨幣品位ノ外別ニ一層彩多ノ椿幣ヲ製造発行ア
リ其数亦計ノレヘカラスト雄トモ先年金札製造廃止器械破壊ノ令アリシ時既ニ三千五百万両発行ノ
由ナリ其後新紙幣製造ノ額数聾寡少ナカラモ国立銀行紙幣等惣様通計全数計リ知ノレヘカラスト嘩
毛既ニ貨幣ノ品位ニ於テ物価四倍ノ騰貴ヲ徴セリ而シテ又之ニ加アノレニ彩多ノ椿幣ヲ以テス／レヤ
此末物価ノ騰貴必ス五六倍ニ止マラサJレヘシ併シナカラ物価l篤貴スト雄モ径チニ騰貴スJレ市己ノ
モノニハアラス騰貴ノ中ニモ低落スJレアリ低下ノ中ニモ高低アリ警ハ上リ峠ノ内ニ下リ坂アノレカ
如シ時々ノ昂低ハ毎エア／レヘキ義ナリ此頃聞ク還禄ノ資金之ヲ米利堅＝借リ金壱億二百万弗（止と
ノ一億ハ以二千万一為ν 億ノ一億ナJレヘシ万々ヲ為ν 億ノ億ニテハ莫大ノ多数且一億O二百万弗
ト云へシカタ々々千万ヲ龍ト為Jレノ一億ナfレへν〉吉田大蔵少輔賓ヲシ来レリト未タ然、Jレヤ否ヤ
ヲ知ヲサレトモ若シ信ナラハ正貨ニテ増加ν若シ不信ナヲハ還禄ノ資金ハ紙幣造発ヨリ外ナカ／レ
ヘシ何レニイタセ通貨増殖スレハ物価騰貴スノレノ原因ナレハ猶此末物価ノ騰貴妥＝顕然タリ之ニ
依テ之ヲ観レハ国立銀行等貸金ヲ以テ営業トスJレモノハ勤労ナブシテ息ヲ取リ豊凶ニモ不レ関其
利ヲ得歴然タJレ家禄ノ如シト難モ一旦貨幣ノ品位低下スノレ時ニ当ッテハ最々然トシテ終ニ其元金
ノ白ツカラ減シタノレノ所以ヲ知ラス仮令ハ天保年間ニ金百両貸付置キ年々其利息ヲ取得テ柳カ損
失ナキカ如シト雄モ天保頃ハ金百両ヲ以テ米百石ヲ買得タリ方今金百円ヲ以テ米二拾石ナラテ買
ハレ得スサレノ＼金高ハ些減少モセス依然トシテ今百円ナレトモ之レ身代五ケーニ減少シタノレニテ
百両ノ元金二十円ニナリタノレト同事ナリ質屋渡世ノ者アリ最前九資金千両ヲ以テ利息、ハ月一歩五
朱ナリ永ク営業ヲ為セリ然ノレニ方今其家其庫其人ヲ以テ利息ハ月三歩ニ相増タレトモ三千円ノ資
金ナクテハ昔日ノ如キ営業相成カタシト是亦四倍ノ証ナリ近年鴻池加嶋屋等ノ如キ金貸シ渡世ノ
者皆身代潰レタIレハ御一新ノ際諸藩ノ借財公債ニ成タノレ故モアレトモ全ク貨幣ノ品低ヨリ潰レタ
Jレモノナリ元来貸金ヲ以テ営業ヲナスモノ貨幣ノ品位低上ノ変動ニテ身代減セサノレヲ得サfレノ証
跡此ニ於テ顕然タリ
以上が小幡の「諸品物価ノ騰貴」の全貌である。ここでは物価上昇の原因を追求しての、五つの
要因をあげ、そのうち第五の貨幣品位に注目する。そして例を天保のころと明治の両時代を主とし
て比較し、その貨幣購買力の変化をのベる。もっとも短期の波動にも注目するが、恐るべき価格変
動は、主として貨幣品位の面からとらえようとする。しかし幕末の物価上昇には、農産物の豊凶が
原因をなす場合も少なくないこと、また安政六年に始まる開港以来、大量の輸出、ドノレ銀の氾濫と
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相まって物価騰貴し、十年間に十倍もの上昇をみたことのある事を忘れてはならないと思う。
しかし侠牟田敏夫氏は②近世の物価史研究の課題について貨幣的要因の重要性を考慮、に入れるべ
きことを述べるが、小幡のこの論文は視点は必ずしも同一ではないとしても、貨幣品位から追求す
る点は注意されていいといえる。
口、正貨および紙幣論
噴日横浜相場洋
紙一弗ニ付大礼
子六十三匁同小
礼子六十二匁八
分同円金六十一
刃八分右ヲ算計
スレハ円金百円
ニ付太礼子百一
円九十四銭ー麗
七毛ニ相当yレナ
正貨格幣ノ開差
常条貨幣ノ彩多ナJレヨリ此末物価ノ！播貴スヘキ徴致ヲ緒言セリト難モ妥ニ掛酌
スヘキノ一事件アリ方今ノ物価ハ外国貨幣ノ品位輸入物品ノ平均ヨリ今日ノ価
値ヲナセJレモノナレハ物価大ニ騰貴スレハ頻リニ物品多ク輸入スJレヲ蔚セリサ
スレハ是カ為メ物価昂yレコトヲ得サ1レノ形アリ然リト量産モ紙幣往々彩多ニナレ
ハ寛こ正貨格幣ノ開キヲ生セサJレヲ得ス一旦開キヲ生スyレニ至ッテハ五銭ニテ
止1レへクヤ十銭ニテ止ムヘキヤ之レ限リナキノ開差ニ至ラサ1レ事ナシトモ云へ
カラス既ニ米利堅合衆国ニ於テ千八百六十一年マテハE貨椿幣ノ開差ナカリシ
処南北職争ノ際ニアタ 7テ忽チ開キヲ生セリ
千八百六十二年
正貨百弗ニ付緒幣百十四弗
千八百六十三年
同百弗ニ付同百四十四弗
千八百六十四年
同百弗ニ付同弐百四弗
右ノ如ク開明ノ合衆国ニ於テスラ一時分外ノ開差ヲ生ν纏カ三年ノ間ニ拷幣半
価ノ内ニ低レリ即今我カ景況ニ於テ＠~j]正格開差ノ萌シナキカ如シト雄モ〈噴
日横浜エ於テノ洋紙相場ヲ比較スレハ既二百円ニ付正拷ノ開差大凡二円ニ当レ
リ〉幾年ノ後カ終ニ開キヲ生スヘキ事ハ識者ヲ侯タスシテ判然タリ一旦事故ア
Jレニ至ッテハ忽チ差ヒ忽チ開キ米ノ鑑ミ遠カラサ1レヘシ既ニ我藩札六十八匁ヨ
リー且開キヲ生シ終ニ弐百円目ノ極ニ至νリ最モ政府ニ於テ注意尽力最第一ノ
要務タJレヘケレトモ変ニ処シテハ如何トモ所置ナカルへシ正格開キヲ生スレハ
則諸品物価尽ク騰貴セサJレハナク此ニ於テ亦身代ヲ減セサルモノナカJレヘシサ
レノ、格幣発行ノ時二処νテハ予メ其心得ナクンハ有ノレヘカラス加之外国貿易上
ニ於テ輸出輸入ノ金額ヲ比較スJレニ輸入品代価大凡千万円ナレノ、輸出品代価大
凡五百万円ニ当レリサスレハ跡五百万円ノ、我カ正貨幣輸出ノ運ヒニ相成ヘク其
余外国負債幾莫アリヤ且還禄ノ資金外債実説タラハ夫レ是レ許多ノ返却年々輸
出金アJレへシ尤外国人居留ノ雑費我ニ止マルヘケレトモ亦我カ公使留学生等各
国ニ於テ多少費ス処アリ其点検先ツ同様ニテ過不足ナシト見倣シ年々正貨五百
万円（但少分ニハカリタfレナリ〉輸出ニ相成リテハ数年間ニ我正貨方サニ尽キ
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ントス此ニ於テ政府頻リニ鉱山ヲ開キ物産ヲ殖シ万国ニ併立セント欲ス鉱山物
産増殖ストモ是レ俄ニ輸ス処ヲ償フヘカラス如此ク正貨輸出シ減少スレハ亦是
正緒開キヲ生スJレノ基ナリ貸金営業トスJレ者ハ正格闘キヲ生スノレニ至ッテ其損
失免レサノレヘシ
物価上昇の問題を、銀行経営の立場を中心にして考えて、その恐るべき影響を指摘したこの著者
は、次いで、正貨と紙幣の価値の聞きについて述べる。例をアメリカの南北戦争における両者の差を
あげ、 「三年ノ間ニ楕幣半価ノ内ニ低レリ」とし、やがてわが国でも発生する事を恐れ、それによ
って「諸品物価尽ク騰貴セサノレハナク」と警告を発している。紙幣発行にはそれに必要な準備を為
すべきであり、また輸入が一千万円にして輸出五百円である場合の正貨流出即ち輸出入のアンバラ
ンスにも対策を怠るべきでないと論及している。金銀鉱の開発が必要になるが、事態の好転に聞に
合わない場合「貸金営業トスJレ者」の損失は避けられないと結び、貨幣の側から問題を掘り下げ
る。こうして「正格閣キヲ生スノレ」事の処置についての政策を後に述べる。
付録福沢諭吉の物価上昇論との比較
その前に、この小幡の物価騰貴論について、福沢諭吉の考えと対比してみたい。同時代の人物で
あるが、両者のあいだに直接の関係はみられないようである。明治期の偉大な経済学者で為る福沢
諭吉と対比することは問題であるが、小幡の考え方を位置づけることは許されるであろう。
元来、福沢は「近代人物山脈中に吃立する一雄峰であり」①その~大で多面的な全容の中から経
済の物価論だけを正確に把握することは容易な業で、はない④。福沢が愛読し慶応義塾で講義したク
エ｛ランドの「経済論」①やそれの邦訳にあたる福地桜痴「官版会社弁」（明治3年成、同4年大蔵
省、から刊行〉や何礼之「世渡りの杖」（明治5-7年刊〉正続篇〈ともにクエ｛ランドの経済論、第
二部交換論の中の西洋の銀行制度の性質について平易に訳出された書物〉に接していたか、どうか
は明らかで、ない。小幡文庫には所蔵されていなし、。福沢のこの方面の著述は、 「民間経済録」（明治
10年1月19日記となっている〉とくに第七章「物価高下の事」①である。次にその要点のみを記述
する。
物価高下の事
物価とは唯品物を売買する価のみに眠らず、職人の賃銭も奉公人の給金も、官員の月給も教師
の給料も、家賃も地代も損料も席料も、皆物価の種煩として視る可し……物の価は年々に呉なり
月々に異なり、日々夜々片時も定ることなし。之を物価の高下と云ふ。即ち相場の変化なり。今
この変化の原因を尋るに、品物潤沢すれば物価下り、品物払底なれば物価上る。之を第一則と
す。……毎年横浜にて輩卵紙輸出に就て悶着多きも、其品物潤沢に過ぎて当惑するものなり……
品物の潤沢すると払底なるとに拘はらず、世間の人に之を所望する者の多きと少なきとに由℃
物価の高下することあり。之を第二則とす。祭礼の日に魚頬の価高値と為り、大火の後に材木の
価を引上げ……
為替の相場も亦この道理なり、警へば商売取引の模様に由て、東京より大阪へ金を送らんと所
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望する者多ければ東京の為替高く、之lこ反すれば大阪の為替高し。又横浜にて輸出品多ければ洋
銀の相場下落するを常とす。品物の代を洋銀にて受取り、其洋銀は内国に通ぜざるを以て之を日
本の通貨に両替へせんことを所望する者多きが故に、斯く下落するなり…・
空米相場する悪者が大金を用意して勝利を得ることあり。警へば、相場の会所に℃無暗に米を
買へば、世間に行はるる、突の米価に拘はらず、会所にては一時米を所望する者多き姿にして、
之が為に相場を引上げざるを得ず。売方の者もよく其策を推量して承知のことなれば、亦世間の
相場に拘はらずして無暗に売込み、互に相争ふて一方は相場を買上げんとし、一方は之を売下げ
んとし……
右の如く世間に所望多ければ其事も繁昌し其人も栄ることたれども、今の世界に於て必ずしも
有益のもの Lみ繁栄するに非ず。人の所望は甚だ多端にして其好む所千種万状なり。角力もあ
り、芝居もあり、見世物もあり、軽業もあり、甚しきは蛇使ひを以てi渡世にする者もある……
薬を嘗め、禍を免かれんとして呪する者あり。天下の売薬は悉皆塵挨に異ならず、挨を嘗めて
病を癒す可きや。……章末に於て倫云ふ可きことあり。一国の通用貨幣と商売品とは釣合あるも
のにて、其釣合に従て、品物多ければ品物の価下落し、貨幣多ければ貨幣の価下落するを経済の
通法とす。故に諸色高直と云ふは一方の言葉にして事の突を証するに足らず。貨幣に対して云え
ば、諸色の高直に為りたるに非ず、貨幣の下直に為りたることなり。今日の米は高直にしてー升
六銭なり。之を古の百に三升の米に比すれば二十倍なれども、古の人足も一日十八銭の賃銭を以
て亦三升の米を買ふ可し……
此後若し紙幣の発行益多く銀行の数も次第に増すことあらば、通用貨幣（即ち紙幣銀行札〉の
多さと商売品の多さと其釣合を失ひ、貨幣の価は下落して品物の価は高くなる可しO されども其
畠物の高くなるは紙に対して高くなるのみにして、金に対して高くなるに非ざるが故に、外国よ
り金を輸入すれば其実は安く之に交易することと為り、詰る所は紙幣を握りて次第々々に其下げ
る喰ひし者の損亡たる可きのみ。
福沢が物価上昇の原因としてあげるのは小幡と同様に、以上のように五つの成因を求めている。
その基本的条件は需給原理であり、それを物価変動の「第一則」とする。五つの成因とは、一、商
品の潤沢と払底における供給の側、二、 「所望」する者の多少に係る需要の側、三、為替相場、空
米相場の機能、四、有益ならざるものとする娯楽、たとえば芝居、経業、角力など、また売薬類の
サ｛ピス業、そして五、通貨と商品との流通における数量的不均衡とくに「紙幣銀行札」の発行を
あげる。
小幡も前記のように五つの成因をあげ、一、天下の形勢とくに戦争、二、農産物の豊凶など需給
の変動、三、輸出入の増減、四、金融市場の緩急、五、貨幣の品位をあげて、当時の物価上昇につ
いての把握に対する実務論を展開する。当時の経済論はいずれも実践的体験的叙述に基づくもので
あり、ただ小幡においては物価変動を実証的に長期的、歴史的に観察するのに対し、福沢は現象面
の分析を主としていて、原理的考察を主としているという立場の相違があるにとどまる。双方とも
事実関係を着実に理解し把握しようとして叙述しているのである。
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1、福沢諭吉、 「民間経済録」第七章物価高下の事（福沢諭吉全集、第四巻、三二三一一一三二八
頁〉
2、伊牟田敏夫「明治維新史研究講座」第三巻
3、伊藤正雄、福沢諭吉の研究、序、一頁〈甲南大学紀要文学編 I)一九六六年
4、たとえば、太田正孝、町人諭昔、 九頁
5、福沢諭吉「明治12年慶応義塾新年発会之記（全集四、五六四頁〉
6、福沢諭青全集、第四巻、 「民間経済録」は衆知のように十章からなっていて、第一章「物の
価の事」から始まり、第七章が「物価高下の事」に当てられている。しかしこの聞にも第四
章「正直の事」、第五主主「勉強の事」なども、この民間経済録の中に納められている。なお
「民間経済録二篇」（同書三四一一三八五頁）はその続篇であり、明冶13年6月22日、福沢諭
音記」となっている。第三章「銀行の事」（三五九一一三六二頁〉が載っているが、その概念
を記述するに止まっている。即ち銀行の必要性、機能、職分、組織等について概念的に簡単
に説明するに止まつ℃おり、筆者はここで取りあげないこととした。
六、小l幡「国立銀行ノ利害」続篇－動産、不動産論
以上のように、貨幣価値は変動が激しく、銀行経営にとって重大な問題である。ところで銀行経
営の健全化として資産の運用も吟味されなければならない。次に問題にするのは、資産を四分し
て、そのーを正貨として府庫に保管して非常に備えると共に、そのーは貸付金の抵当として動産、
不動産に、またーは有価証券にする場合の問題を次に取りあげる。とくに動産、、不動産の抵当価
値について吟味する。
動産不動産の得失
前条貨幣ノ変換ニ依テ身代減却ノ筋ハ既ニ之ヲ論セリ殊ニ格幣発行ノ時ニ在ツ
テハ畢克正格開キヲ生スノレノ期ア／レヲ徹底忘ノレヘカラス然ラハ則之ニ処スノレノ
道如何ンシテ可ナランヤ正貨ヲシテ府庫ニ充シメテ可ナラン乎積ンテ増ス事ナ
キ宝ヲ以テ慾＝充テ用ニ取ラハ尽／レ期アリ之レ可トスヘカラス分限ノ大小ニ依
ノレト雄モ其有ヲーニスJレハ不可ナリ先ツ其有ヲ三分シテ其ーハ正貨（一円銀貨
本位金貨惣テ古金銀貨モ亦ヨシ古貨／＼鋳造費用等凡百分ノ二斗リノ益アリ〉ニ
シテ府庫ニ積ミ非常二億フヘシ其ーハ貸付テ息ヲ取リ用ニ充ツヘシ貸付ニ種々
アリ動産不動産ノ抵当貸シ泊券地券公債証書モ其ーナリ采貸シモ亦然ノレヘシ（
前ニ悉ク貸金ノ不利ヲ述へ此ニ叉三分ーノ貸付ヲ唱プノレハ其説矛楯ス1レニ似タ
リト難毛世多グ其ノ有挙ケテ貸金トナシ永久ノ家禄ト心得営業トスノレ者多シ之
ヲ憂テ迷タノレニテ大金所有ノ者〈何レ其有ヲ三分ニセハ左右相助ケテ大ナノレ過
チナカ Jレヘシ〉其ーハ物ニ代へ置クヘシ物ニ動産不動産ノ別アリ米穀塩噌綿布
糸絹器械調度共ニ皆動産ニシテ其品種枚挙スJレニ達アラス動産ハ府庫ニ納メ運
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漕自由ノ利アリト難モ火災盗賊ノ害アリ即チ商買ノ売品ニテ商法ハ時々ノ昂低
種々ノ！替、引アノレモノナレハ其人ニシテ可ナルヘク其人ニアラサレハ商法ハ為シ
得ベカラザJレモノトシテ暫ク之ヲ論セス
土地磯山ハ則チ不動産ナリ家屋〈西洋ニテノ＼家屋ヲ不動産ニ麗セリ〉立木ハ不
動産中ノ動産ナリ不動産ハ常ニ火盗ノ難モナク偶水害ノ患アJレモケ所ニ依リテ
ノコトナレハ永久ノ家禄トスヘキノ、土地ニ限レリト云ツヘシ土地ニ耕地宅地等
ノ区分アリ宅地ヲ有シ家屋ヲ造シ之ヲ貸置家税ヲ取Jレモ亦米ニテ極ムノレヲ利ア
リトス之レ貨幣ノ品位変換ノ損失ヲ受ケサノレ為ナリ併ナカヲ家屋ヲ貸置クハ其
利多シト難モ破損ノ患アリ火災ノ難アリ且家税催促等其労モ亦少カラス依テ宅
地ヲ貸シ其地税ヲ取Jレヲ上策トス之レ損焼ノ害ナク地税滞レハ家屋ヲ押ユノレノ
権アリテ家税ヲ取Jレヨリハ其利劣レリト雄モ其労毛亦少カノレヘシ東京府下ニ於
テ所謂地主ナ1レ者ニテ家主タランヲリハ地主タノレノ優レJレニハ如カス
耕地ニ於テ自作地卸シ作地ノ別アリ自作ノ＼多少限アリテ余り多作ハ為シ難キモ
ノナレハ仮令其利ハ少クトモ卸シ作二スノレヨリ外ナシ卸シ方ニ歩卸シ石卸シノ
別アリ居村ノ卸ジ付ハ合盛ヲ以テ歩卸ニ致シ又他所ニ居テ懸作持ノ卸シ付／＼石
年[Jニイタシ用米ヲ収ムノレナリ懸作ノ用米ニ村費等諸掛リヲ引去タ Jレアリ引去ラ
サノレアリ貢納モ親作ニテ持アリ
小作ニテ引受ノレアリ是等ハ予テ切高張高ノ砺約定次第ナリ地券改正ノ上ハ石
高ノ名義廃止ニ付石卸ハ相止ミ一般ニ歩却ニ相成ノレヘシ惣シテ掛高用米利合ノ＼
貸金日間利息ヨリ見レ／＼僅カノモノニテ八朱壱歩杯ノ利息ニ当ノレヘキモノニ非
サレト毛常二分散ノ憂モナク大盗ノ難モナク非常ニ逢ヘハ風水平蛙ノ害ナキニ
非サレトモ頻年続モノニテモナシ唯不動産ノ不不iJタノレヤ府庫ニ納ムヘカラス移
住ニ運ブヘカラス持運フヘカラサノレーツノ不利アリト雄モ永世不朽ノ家禄トス
ヘキモノハ土地ニアラスシテ亦何ンソ宣外ニ求ムノレプランヤ先般地租改正ノ令
出テ、頃日頻リニ地理ノ検査アリ不年ニ地租改正アルヘシ（ー字不明〉改正ノ
旨趣ヲ考按スJレニ従前租税ノ偏重偏軽ヲ内ーナラシメ有余ハ之ヲ取リ不足ハ補
ハントノ旨趣ナノレヘシ今地租改正ノ際ニ当ッテ損益得失ヲ察シ土地田畑ヲ求メ
置キ後来営業ノ利ヲ計ラハ畳有益ナカラスヤ
彼によれば、政策の第一は「府庫ニ積ミ非常ニ備ブヘシ」として正貨準備に三分のーをあて、他
は貸付分として三分のーを充てる。 「其ノ有挙ケテ貸金トナス」ことは危険があり、またその担保
として動産、不動産をあてる。このほかに物価上昇に対応するものとしてまた三分のーは物品をも
って当てる。これも物産、不動産の別があるが、動産は取扱いに専門的知識が必要であり、不動産
とくに「土地ハ永世不朽ノ家禄トスベキ」であり、 「宅地ヲ貸シ其地税ヲ取Jレヲ上策トス」とか、
また「土地田畑ヲ求メ置キ後来営業ノ未iJヲ計」ることが望まれている。こうして彼の意図するとこ
ろは、銀行経営の健全化を目標としながら、その基盤として、貨幣の側から社会経済と個人経済の
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安泰をも同時に考えるのであった。換云すれば、物価騰貴による銀行経営の不安を救済するため
lこ、この論著が書かれ℃いて、とくに物価の問題は貨幣の側から取りあげられている。
このような彼の研究方法論については、一つの卓見であると評価がなされうる。というのは、伊
牟田敏夫氏の「明治維新史研究講座」第三巻におい℃示されたように、近世の物価史研究の第一の
課題は、市場形態に関する分析をふまえた物価変動の追求が必要であり、また第二の課題は物価問
題の性格を規定するために、貨幣的要因の重要性を考慮、に入れるべきことと述べているが、小幡の
この論考は、後者の貨幣的要因に主力をおし、℃追求しようとしている。物価変動と貨幣との歴史的
関連をとりあげようとする着眼点は、先駆的な考えであるといえる。もともと経済学では、古典学
派の時代から「質の換算」としづ思考方法に取りくみ、ヨーロッパの近代には、物価指数の算定が
論義された。いわゆるデブ戸タ｛の検出がなされたが、この点については作道洋太郎教授の「近世
封建社会の貨幣金融講造」に示される①。少くとも貨幣価値や物価変動の比較、換算の基準が求め
られるが、小幡和平の論拠は、銀行経営の面からであるとはいえ、その努力がなされている。
1、作道洋太郎著「近世封建社会の貨幣金融構造」第十八章価格変動と貨幣政策との関連（同書
五五二頁〕
七、渋沢栄一の国立銀行経営論ーとくに小幡文庫の中に
発見された渋沢の「銀行説」ーとその影響
渋沢栄一の経済あるいは経営につい℃の理念、組織運営についての基本的横想は、数多くの資料
から知ることができる。彼の全集の編さん主任で、あった土屋喬雄氏はこの点について次のように正
しく述べている。①
彼が多く語ったのは、抜群の理解カと記憶力と雄弁をもっていたのも一因だが、多くの人々
が、大指導者でもあり大人格者でもあった渋沢から、多く聞くことを欲したからでもあった。彼
は多く語らしめられたのである。さらに彼が多く語ったのは、自己の指導理念とそれによって活
動した事歴について、それが日本の発展に貢献するところがあった、この自己満足と道義的誇り
をもっていたからでもあると私は考える。
いずれにしても、日本の経営理念史上渋沢栄ーの地位は巨大であると私は考える。日本の商業
資本主義の段階から、近代資本主義への転換期、近代資本主義の成立、勃興期から、その澗熟と
大恐慌の時代まで彼は活動したが、彼こそまさに民間における最高指導者であり、「財界大御所」
「財界大世話役」の呼称の示すように、日本資本主義の総資本の立場に立ちつづけて物を考え、
かっ事を行なった人であったと考えらるべきでおる。このような性格をもった資本家的経営者に
は、五代友厚、中野武営、郷誠之助、和田豊治、井上準之助、池田成彬などの人々もあげられる
であろうが、そのスケ｛ノレにおいて最大の人は結沢であろう。
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以上は彼の著「続日本経営理念史」の中の第二編、 「情教倫理を基本とする経営理念」の第一
輩、 「位沢栄一の経営理念」の「むすび」の文章の一部である。
瀧沢栄一の老大な資料は、彼の全集に納まっている。国立銀行についてまとめたものとして、二
つをあげることができる。その一つは、同全集第四巻の「維新以後に於ける経済界の発達」①の中
の、とくに「第二節、貨幣制度の整理」①と「第四節、銀行の発達」①であるO ここでは国立銀行
の形成が概説的に、しかも批判的に述べられている。他の一つは「中外銀行説Jといわれるもので
ある。これは「佐沢栄一伝記資料」第四巻iこ納められている。この本源の資料は第一勧業銀行所蔵
版本①で、あって、国立銀行の理念、組織、運営について、具体的に述べている。
まず前者については、自らは実業家であり、 「私には学聞がないから判断が付かなかった」＠と
わが国の国立銀行形成の方法論として英国の中央銀行のイングランド銀行方式でいくか米国の国立
主艮行制度によるべきについては論を下していないが、福地源、一郎に米国の国立銀行の条例を邦訳せ
しめ、それを基に起草させ、それに自ら修正と加えたのが、 「明治五年発布の「国立銀行条例であ
ります。」と述べ、引き続いて、其時の国立銀行の創立は、是れによっ℃不換紙幣を金貨で党換し得
るやうにしようと云う理想であった。そこで第一銀行が組み立てられ、続いて第二、第三、第四、
第五と五行創立した、……（中略〉けれども其理想が不安心であったから、続々と跡から続いて来
ると云ふことがなかった」その後数年を待たないで欠点が著しくなり、 「其頃の我国の金貨の所有
高は極め℃微々たるものであって、小資本の銀行を四五行創立して、其準備の金貨を以て金貨制度
を維持しゃうと思ったのは、恰も一杯の水で一事の薪の火を消さうとしたと同じく、市場に於て少
しく金貨が高くなると、銀行の紙幣を直ぐ党換される極めて便利なる引出口になって居る。……是
は敢て銀行の紙幣を信じないのではなくして、貿易上の結果金銀比価の関係である。故に日本に於
て斯様なる小額の金で金貨制度を立てたのが馬鹿気た事である。……」＠と自ら説明し℃いる。同
じく第三節「国立銀行営業上の困難と銀行条例の改正」の最初には「此銀行が出来たなら平素懐抱
する理想が直ちに行はれると思うたのは少し智恵のない分別で、今日から見ると恰も底に孔の開い
て居るのを知らずに、袋に物を入れたようなもので、あった」①と述懐している。
次に後者の、 「中外銀行説」において、彼の国立銀行の在り方についての考えをみよう。それは
その「緒言」において本書の成立するに至った理由を、次のように述べている。制
維新己降官府夙ニ理財ノ大計ヲ以テ急務ト為シ、芳ネク欧米ノ財政ヲ捜リ之ヲ講究シテ其得失
ヲ詳カニシ寛ニ米国ノ法ニ的フテ国立銀行条例ヲ制定シ明治壬申ノ季秋之ヲ天下ニ頑告ス、此時
ニ当リ世人未タ銀行ノ法ヲ了解スノレニ至ラス、故ヲ以テ部制ノ下因循日ヲ晴プシ未タ之ニ応、スノレ
者プラス、蕊ニ於テ余罪才ヲ顧ス……遂ニ第一国立銀行ヲ設立スJレヲ得タリ、……自後日ニ励精
ヲ加へ事未タ偏ク挙ラスト難トモ業梢ヤ端緒ニ就ク、而シテ之ヲ米国銀行ノ如キ整斉ナノレ者ニ較
へ、固ヨリ精粗ノ別ナキニ非スト雄トモ、庶幾クハ我邦銀行ノ鳴矢ト称スノレニ足／レ者ナリ、・
偶マ鹿児島県ノ人種田誠一ナFレ者アリ、官学ノ期満1レニ自テ米国ヨリ帰ノレ、使チ之ニ就テ我カ為
メニ再遊ヲ詞リ、旦弁スノレニ三年の学資ヲ以テシ、甲戊ノ四月米国ニ再往セシム……此際種目子
期i備チテ帰ヲ報シ、其実践観訪ノ事ヲ挙ケテ綾陳遺サス、大ニ余カ旧望ニ副ヒ且前日ノ委付ニ負
カサノレヲ致セリ、……今同氏ノ緩陳スJレ所ヲ筆録セシメ、之ヲ閲シテ以テ大ニ稗益アノレヲ覚へ、
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明治10年丁丑7月
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出E沢栄一識
こうして本書は、粧沢の意を体して種田誠一がアメリカに再び渡航し、銀行経営の実務を勉強し
て帰国し、その報告を元にして成立したものであり、本書は「淀沢栄一関、種田誠一口演、大沢正
道筆録、須藤時一郎校正」＠となっている。しかし「緒言」の中に佐沢自らが述べるように「大ニ
余カ旧望ニ副ヒ」とあり、施沢の考え方が殆んどここに示されていると解することが出来る。
さらに本書の中の「目録」は、 「合衆国銀行総説」、 「紐育府第四国立銀行体裁並館屋部位略図
」、 「コノレレスポンダンス法略説」、 「株式取扱所事情J、 「割引通法」、 「交換所事情」、 「内
国銀行創立説」、 「清国上海銀行事情」から成立している。ところで「内国銀行創立説」について
は、 「泌沢栄一著」＠と銘記されてある。また「清国上海銀行事情」も同じく誌沢栄一著⑬となっ
℃いる、そして本書の「中外銀行説一斑」の出版はJ明治1年5月16日出版御屈」とされ、それに
は「著述、東京府平民施沢栄一、東京六大区一小区深川福住町四番地。口演、鹿児島県土族、種田
誠一、同二大区五小区芝八軒寺町七十二番地寄留。筆録、岐阜県平民、大沢正道、同第一大区十五
小区北島町一丁目玉番地寄留」となっており、発行は「製紙分社」で定価廿五銭で、あった。
以下において、まず本書の中に示された「駐沢栄一著、内国銀行創立説」について、その立場を
明らかにしよう。
イ、内国銀行創立説
瀧沢栄一の国立銀行の形成論については、この「内国銀行創立説」と、ノト幡和平の蔵書の中に私
の発見した「銀行説」とがある。後者は、銀行説の終りに「明冶9年12月、第一国立銀行頭取、佐
沢栄一」とらり、和紙に筆で記述されている。この両者は、著述の題目が類似し℃いるが、成立の
年代が後者がやや早いのであり、両者の類似性と柑異性およびその関係について明らにしたい。
まず前者について記述する。
内国銀行創立説 品沢栄一著
華土族禄券ノ制度ヲ公布セラレシヨリ己来国立銀行ノ間設ヲ謀／レモノ隆続四方ニ興起シ、而シテ
我第一国立銀行ノ梢実験アノレヲ信認シ、為ニ弊行ニ来ツテ其結社ノ弁法業経ノ要旨等ヲ詞議セラ
Jレfレ者只十数人ノミニプラス、余其策ノ治図ニ適シ且其志ノ盛篤ナノレヲ喜フヲ以テ敢テ浅劣ヲ辞
セス之ト対見スノレニ当テ其利害ヲ痛論シ其経画ヲ詳説シ知テ言ハサJレナク言テ警ササノレナシ、既
ニシテ対見日ニ繁ク遂ニ態敷備悉スfレノ暇ナキニ至レリ、殊ニ其算数ニ係ノレ者ハ悟談ノ以テ尽
ス所ニアラス、因テ以為ラク今其説了スJレ所ヲ筆シテ一書ト作セハ量徒タ暗談ニ換／レノ便アノレノ
ミナランヤ、更ニ其一層精確ヲ為シ、詞問ニ対シ遺謹ナキヲ得ン乎、此ニ於テ遂ニ此一書ヲ筆シ
往日語談スノレ所ノ者緩楼之ヲ記シ、又仮ニー銀行創立ノ式様ヲ設ケテ其職員ノ制置営業ノ要領会
計ノ方法等ヲ備載セリ、是レ実ニ余カ区々ノ婆心ニシテ来者ノ詫間ニ負カサラン事ヲ欲スfレ所以
ナリ
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夫レ銀行ノ本務ハ理財ノ大機関ヲ運用シ貿易ノ大資本ヲ流通シ常ニ通商工作等ノ諸業ニ媒介シテ
其公益ヲ輿サシムJレヲ要スレノ＼其進止ハ常ニ金融ノ途ニ影響シ、其得失ハ毎ニ商佑ニ痛浮セサ
Jレヲ得ス、而シテ叉紙幣ヲ発行スノレノ特権ヲ有シ、厳正ナノレ条例ヲ奉シ、精密ナノレ記簿ヲ用ユfレ
ヲ以テ其義務ト責任トノ重大ナル固ヨリ他ノ商買者流ノ比二非ノレナリ、今銀行ヲ創立セント欲セ
ハ先ツ此理由ヲ体認シ、実地ノ精勢ヲ詳察シ而後根理ニ従テ基礎ヲ画定シ、其実際ヲ酌量シテ業
経ヲ開設ス1レヲ要ス、梢此順序ヲ為シ以テ其営業ニ就クニ当レハ凡ツ事ニ処スJレ謹重ニシテ軽動
ヲ慎ミ、一朝ノ私利ヲ営マスシテ遠大ノ公益ヲ図Jレヘキナリ、然レトモ亦日常ノ細務ヲ忽視スJレ
莫ク何等ノ演事ト雄モ必ス其顛末ヲ整頓シ、日月勤営ヲ積ミ漸ク精熟ノ境ニ到yレヲ得ヘシ、若シ
之ヲ舎テ其濫リ法則ヲ弄シ、徒ヲヱ外飾ヲ修ムノレトキハ進テハ浮華軽進ニ失シ、退テハ私手lj小計
二誤ラサノレヲ免レスシテ、愈進メハ愈危ク愈退ケノ、愈阻テク、畢寛昌盛ノ域ニ達スノレヲ得サノレノ
ミナラス恐クハ其極所ニ抵テ各本体ヲ保ツヘカラス、然而シテ此ノ如キ得失アノレハ実＝棟梁タ／レ
人ノ当否如何ニ在ノレノミ
余嘗テ私カニ世間ノ人材ヲ我営業ノ為メニ品評スノレ者アリ、請フ試ニ之ヲ言ノ＼ン、凡ツ才学ヲ以
テ自ラ任ス／レ者ハ多クハ実際ノ俗務ニ通明セス、其才学ヲ侍テ画策創業ヲ事トシノト利ヲ営ムヲ屑
トセス、功積ノ世ニ顕ハレン事ヲ求人其志ハ壮ナリト難トモ此輩ヲシテ銀行ノ営業ニ従事セシ
ムレハ則其事業ノ未ター邑ニ治ネカラサfレヲ問ハス反テ邦国ノ財務ヲ利セント欲シ、大ニ章程ヲ
立テ故ラニ規則ヲ設ケ頗ノレ皮相ヲ修メテ其宍ハ迂拙ニ罵シ、以テ安全堅固ナノレ事ヲ保ツヘカラス
之ニ反スノレ者ハ其実際ノ慣習ニ依テ俗間ノ事務ニ通明スト雄トモ其実ハ惟タ巧ミニ利煩ヲ図リ細
カニ録錨ヲ収メ算珠ヲ上下スノレニ週キサルノミ、如シ此輩ヲシテ銀行ノ営業ニ従事セシムレハ則
其外ニシテ時務ニ暗ク内ニシテ事理ニ明カナラサノレヲ以テ、進テハ止／レヲ知ラス、伸テハ屈ス1レ
ヲ覚ヲス、常ニ一定ノ方向ナキ事ハ猶航海者ニ針路ナキト一般タJレ者ナレノ＼其貨殖ニ勤労シテ
毎ニ優利ヲ収撞ス1レト雄モ若シ一朝風浪ニi置へハ忽チ進止ニ見迷シ、幸ニ岩石ニ触レテ擢ケスン
ハ狂i寄ニ随テ漂流スノレア／レノミ、是亦彊ニ危フカラスヤ三者斯ノ如ク長短得失アツテ其兼全ナノレ
者ハ殆ント雫ナリ、此ニ由テ之ヲ看レノ＼蓋銀行ノ業ノ＼畢克営ミ能ハサノレノ難キ者ト謂プヘキカ、
日ク否、是偏ニ其弊害ヲ言プモノナリ、 若シ其盛利ヲ言ヘハ更ニ他ノ商佑ノ及プ可カラサノレ照
々潅々タノレ情態アツテ蕊ニ論スノレ所ト一瞬境ヲ異ニν獄弾雨剣電ノ血戦場ヲ出テ、光風翼月ノ清
楽部ニ入ノレカ如シ、然レトモ盛不ljハ弊害ト反対ニシテ得ハ失ト表裏スJレ理閏ニ然Jレ所ナレノ＼今
盛利ヲ享ケントセハ先ツ弊害ヲ防カサJレヘカラス、得yレヲ計ラントセハ是又失ヲ省ミサノレヘカラ
ス、故ニ以テ之ヲ論スノレノミ、量銀行ノ業ハ其難キヲ以テ営ムヘカラサノレ者ト為ナンヤ
然則方今其業ヲ営マント欲スノレ者ハ前ニ論スノレ所ヲ以テ営業ノ大略ヲ明カニシ、次ニ説ク所ヲ以
テ人材ノ如何ヲ審カニシ、而後立社ノ大要ヲ裁定シ営業ノ程度ヲ設立シ殖益ノ予算ヲ額設シ、此
ヲ以テ実際ニ着手スノレヲ得テ毎季実験ヲ経テ其成跡、ヲ確察シ、其得失ノ情白ヲ鑑省シ以テ改良進
歩＝慨ノレナクンノ＼則漸次実効ヲ奏シ、遂ニ以テ非常ノ目的ヲモ起シ邦国ノ財務ヲモ論スルヲ得ヘ
シ、其レ此ノ如クシテ初テ能ク条理ニ基キ実際ヲ渉リ、卑キヨリ高ニ登リ、小ヨリ大ヲ成シ、鍛
錬情熱ノ効ヲ全フスノレ者ト謂ヘキナリ
然レトモ此僅々ノ数言ニシテ其細大ヲ曲尽スJレニ足ラス、故ニ別ニ営業ノ提要計算ノ大目等ヲ記
載シー併参閲ニ付ス、幸ニ諸君此書ニ由テ得ノレ所アレハ庶クハ上ハ聖明ノ治図ニ負カス下ハ銀行
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ノ本務ニ恥チサノレヘキカ、西人言アリ、目、羅馬府城ハ一日ニシテ修成ス／レモノニアラスト、宜
ナノレカナ余ノ＼銀行ノ営業ニ於テ之ヲ見ノレ、因テ添ユJレニ斯一言ヲ以テス
本書は、当時国立銀行の設立希望者が増加してきて、第一国立銀行に参って「其結社ノ弁法業経
ノ要旨」について教示をうけたが、その要旨を一冊の書物にまとめたものである。これによって単
に説明することよりも一層構確に詳細に銀行の創設・運営・計理を述べることを計った。
まず、銀行の理念である本務を明らかにして、理財の大機闘を運用するものであり、 「常ニ通商
工作等ノ諸業ニ媒介シテ其公益ヲ興サシムJレヲ要ス」べきものとし、そして「一朝ノ私利ヲ営セス
シテ遠大ノ公益ヲ図fレヘキナリ」と規定するO 銀行存在の公的社会的意義を示して次いでその運営
は「金融ノ途ニ影響シJまた商業を左右する。しかも「紙幣ヲ発行スJレノ特権」があり、精密な記
帳がなされ、 「其義務ト責任トノ重大ナル閏ヨリ他ノ商買者流ノ比ニ非ノレナリ」との重要性を述べ
るO 銀行の創立には、このことを体認し、そして実際の状勢を詳察して基本的に企画して、実状に
あてはめて営業を行なうべきである。具体的な銀行の日常業務には、「日常ノ細務ヲ忽、視スル莫ク何
等ノ演事ト難モ必ス其顛末ヲ整頓シ、日月勤営ヲ積ミ漸ク精熟ノ境ニ到ノレヲ得ヘシ」とされ、徒ら
に「外飾」に走るときは結局経営の危機に至るのであって、銀行経営には責任者の適格性が問題で
ある。自ら「才学」をそして任じて、実地を離れて老大な計画を案じ、 「功績ノ世ニ顕ハレン事」
にのみ走るならば、 「皮相」に流れて、 「其実ハ迂拙ニ屈シ」経営ノ健全化は不可能に立ち至るO
しかしその故にこれと反対の者が銀行経営に従事すれば、実地の事務に通じ算磐の計算に適してい
るのみで、あって、外の経済社会の「時務」に暗く、内の銀行経営の「事理」にも明らかでなく、恰
も「航海者ニ針路ナキ」状態に等しい。貨殖に勤めて利益をあげても「一朝風浪ニ遭ヘハ窓チ進止
ニ昆迷」するだけである。かくていずれに流れても二者長短得失があって危険で、ある。これは偏に
弊害の側を述べたのであり、銀行業には他の職業には及びえない優れた点もあり、このためにも弊
害を防ぐことが肝要で、ある。
かくて銀行業の経営を創めるに当っては、まず前述のように、経営の理念、 「営業の大略」を明
らかにし、次にその人物を吟味し、第三に創業の趣旨を定めてその規模、機能を明らかにし、収益
の計理面を算出する。これによって実際に銀行の創業に清手し、そして毎期その決算を適確に把握
し、吟味反省、を加え、改善策を押し進める。こうして漸次突放が現われると共に、一国の財政・金
融も論ずることが出来る。銀行経営は、条理に基いて実際の運営が正しく施され、経営努力が稔っ
てゆく。正にロ｝マは一日にして成らずの格言のように銀行業も長い目をもって成育に励んでいか
なければならない。
以上が佐沢栄ーの銀行経営論における基本的方針であり、その具体的な問題点については別に示
すことにしている。
口、 「銀行説」
前に述べたように、滋沢栄一の「銀行説」が、小幡和平の蔵書の中に納められている。しかもそ
の筆で和紙に書かれた本書が、明治九年として記されている。これらの理由は確実には明らかにで
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きない。しかし次のように推察される。和紙に書かれたその筆跡は、小幡の他の蔵書のそれと同ー
であり、溢沢自身の筆跡ではない。とすると、恐らくは小幡が国立銀行の創設の準備のために、瀧
沢栄ーのもとに行き、国立銀行の内容、経営あるいは創設の手続き等について学んだことと想像さ
れる、その際に粧沢から伝授されたのが、この「銀行説」であり、それを小幡が筆写したものであ
ろう。前記の「内国銀行創立説」の初めの部分に「国立銀行ノ問設ヲ謀ノレモノ隆続四方ニ興起シ、
而シテ我第一国立銀行ノ梢実験アJレヲ信認シ、為ニ弊行ニ来ツテ其結社ノ弁法業経ノ要旨等ヲ詞議
セラノレ、者只十数人ノミニアヲス」⑭とあるのも、これを裏書きするものであるO
もしその通りであるとすれば、本書が前記の「内国銀行創立説」のもとをなす始源の原稿の役割
を果すことになると解せられる。即ち同書に「以為ラク其説スノレ所ヲ筆シテー書ト作セハ宣徒タ暗
談ニ換1レノ便ア／レノミナヲンヤ、更ニ其一層精確ヲ為シ、詞問ニ対シ遺謹ナキヲ得ン乎、此ニ於テ
遂ニ此一書ヲ筆シ往日悟談スノレ所ノ者綾韻之ヲ記シ、叉仮ニー銀行創立ノ式様ヲ設ケテ其職員ノ制
置営業ノ要領会計ノ方法等ヲ備載セリ…・・・」⑮と述べる意考にも合致する。
これは、また次に述べる「銀行説」の中に「世ノ経済ヲ談スノレ者ハ多ク国立銀行ノ創立ヲ企望シ
而テ我第一国立銀行ノ明カ此業ニ実験スノレ処アノレヲ以テ其営業ノ)I慎序及ヒ利害得失ノ原由ヲ詞聞セ
ラJレ／レ」の文章とも符合する。前記の「内国銀行創立説」は、 「綜沢栄一伝記資料」に納められ℃
いるが、この「銀行説」は、まだ小幡文庫にのみ写本のままに残され℃いて、未公開である。ここ
では、その全文を掲げてその内容を公けにするのであるが、これと比較検討する意味で前記の「内
国銀行創立説」も掲げた次第である。
この意味において、以下「銀行説」を掲げたい。当時の誌沢の銀行についての直接の指導書とし
て、貴重な史料であり、＠その後のわが国の銀行形成の指針になった。
銀行説
華族禄券ノ制公布アリシヨリ世ノ経済ヲ談スJレ者ハ多ク国立銀行創立ヲ企望シ而テ我第一国立銀
行ノ鞠カ此業ニ突験スノレ処アfレヲ以テ其営業ノ順序及ヒ利害得失ノ原由ヲ詞聞セラJレ1レヤ頻リ二
十数人ニ至／レ余ヤ其企望ノ能布攻ノ要旨ニ適スノレヲ喜ヒ公私ノ為メニ其挙ヲ賛成スヘシ然レト錐
モ銀行ノ業タノレ之ヲ通常ノ商法ニ比フレハ甚易キニ似テ実ノ＼難シ若シ其営産精確ニ出テ事業拡仲
ノ実アノレモノハ蓋シ経画ノ根理ト運為ノ功用トヲ兼併スノレニアヲスンハ決シテ其完全ヲ見1レヘカ
ラサノレナリ今夫レ才学ヲ以テ自ラ任スルノ土ハ只全体経画ニ精シテ勉メテ其規模ノ盛大ナランコ
トヲ謀リ殊ニ其ザJ用ノ夙ク世間ニ較著タランコトヲ期スノレニアリ其事ニ処シ物ニ接スノレヤ常ニ小
手lJニ拘泥ス／レヲ厭ヒ事業／＼未ター邑ニ普及セサJレモ意見／＼早ク全国ニ稗補セント欲シ是ヲ以テ章
程先ツ備リ例規速カ二整ヒ皮相或ハ燦燭トシテ観ノレヘキカ如キ毛実務ノ運為に於テハ操行甚タ拙
クシテ常ニ疎大ニ失スyレ弊ナキヲ免レス若シ或ハ実際ニ通シテ操行ニ長スノレ人ハ細カニ録錨ヲ争
ヒ巧ミニ貨利ヲ論シ経費之レ省、キ殖益是レ勉メ目前ノ算珠上ニ賢ク以テ遺漏ナキカ如クナノレ毛恐
ラクハ大体ノ経略ニ乏シク進テ止ノレヲ知ラス仲ヲ屈スJレヲ覚ラス其甚シキノ＼条理法信I］ヲ弁識セス
シテ動モスレノ＼営業ノ針路ヲ誤リ常ニ能ク小利ヲ蒐集シテ年計余裕アJレカ如キモ時トシテ不測ノ
折糾アノレヲ免レ難シ是才学ノ土ト操行ノ人ト互ニ得失長短アル処ニシテ能ク之ヲ兼備スノレ人ニ至
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テハ殆ント字ナリ蓋シ銀行ノ営業ノ＼他ノ商買ノ忙促繁熱ナJレカ如キ者ニアヲス宜シク先ツ維持久
シキニ耐ユヘキノ実体ヲ構へ而後進動己ムナキノ妙用ヲ存スヘシ是故ニ新創ノ銀行事務ヲ処スJレ
ニ当テハ初ヨリ事業ノ拡伸スJレヲ図ラス勉メテ望萄ノ念ヲ抑へ而シテ能ク事務詞習熟スノレコトヲ
務トスヘシ明リニ浮苓ノ見解ヲ以テ功業ノ速成ヲ務ムJレト難其実力ノ之レニ当ノレニ足ヲサノレnzハ
只其害ヲ見テ利ヲ見1レヘカラス且其務＝習熟セント欲セハ亦宜シク銀行ノ本業ヲ増進スJレコトヲ
勉メサノレヘカラス於是乎先ツ日常ノ細事ヨリ修整シ恒久待ツアノレヲ侍ムヘシ概シテ言ヘハ其銀行
ノ創業ヲ図ノレ者ハ先ツ今般ノ得失ヲ大大計シ殖益ノ期程ヲ設立シ且其従事スヘキ科目ヲ予定シ此
ヲ以テ順次営業ニ着手シ毎季実験ヲ経テ其成果ヲ検豪シ精錬ノ功ニヨリテ進歩ノ実ヲ放スヘシ漸
ク振張シテ意ニ工商ノ源資ニ任シ始テ融通ノ便ト物産ノ利トヲ稗補スJレヲ得ヘキナリ是ノ余カ公
私ノ為メニ其創立ヲ喜ンテ其挙ヲ賛成シ而シテ此忠告ヲ呈スJレ所以ナリ然リト雄今此一味一説能
ク銀行実業ノI国序ヲ曲尽ス1レニ足ラサJレヲ以テ別ニ営業ノ提要計算ノ大目ヲ記載シ併セテ参閲ニ
供セント欲ス然リ是唯余カ管見ヲ説叙シテ!ilJDカ新創者ノ便ヲ謀ラント欲スJレモノナレハ素ヨリ之
ヲ大方ノ具トスJレニ足ラサノレナリ仏人言アリ日ク巴里府城ハ一日ニシテ之ヲ修成スノレモノニ非ス
ト余此銀行ノ営業ニ於テモ是ヲ見Jレ者幸ニ余カ忠告ニヨリテ其速成ヲ勉メテ真理ヲ誤／レコトナキ
ヲ得ハ余カ区々ノ婆心モ!ilカ以テ財理ノ万一ヲ稗補スノレニ庶幾カラン乎
第一国立銀行頭取
明治九年十二月 組沢栄
本書では、まず最初には銀行設立希望者が位沢栄ーの元にきて、 「営業のi頂序及ピ利害得失」に
ついて指導を受け、その着実な態度に賛成しながらも、銀行の経営は他の職業と違い難問題があ
り、その発展は企画と運営との双方の連関の適切性が要請されるとする。
次に経営者の適格性について述べる。これは前記の「内閣銀行創立説」の所説と類似し、内容も
同様であるが、表現は必ずしも同ーではない。 「才学」と自任する者は企画力に通じ、小利を捨て
℃規模の拡大を計り、とかく世に現われることを期待し、銀行の諸規則を整備し、表面は整ってい
るようでも、実地の営業は拙劣であって「疎大」に失する欠点がある。また反対に「実際ニ通シテ
操行こ長ス／レ人」は、経費を節約し、目前の「算珠上」は賢明のようでも、 「大略ノ経略ニ乏ク」
小利を求め℃「年計余裕ア1レガ如キ毛」 「不測ノ折細アノレヲ免レ難シ」、この両者を「才学ノ士」
「操行ノ人」と呼んで、互に得失長短がある。双方の長所を兼備したいが、これは殆んど稀であ
る。
営業の基本政策に論及して、銀行業は他の商店のように多忙繁昌というわけにはいかないのであ
り、長期の忍耐強い努力の積み重ねの実体の上にこそ、経営発展の政策を樹立することが可能であ
る。銀行創業時から拡大計画をたてるべきでない。まず地に足のついた銀行事務に習熟することか
ら始めなければならない。徒らに速成政策を努め℃も実力が伴なわなければ害があるだけである。
こうして銀行業の形成基盤として、上記の得失を十分に考膚して営業の大綱を予定し、プロセス
を準備して順次営業に着手し、各期毎の決算を吟味検討し、その成果によって前進的に発展策を計
るべきである。工商の根源の役割を果す意味がここにあり、 「公私ノ為メヱ其創立ヲ喜フ」由縁も
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ここにある。なお銀行経営について、 「営業の提要計算の大目」も別に準備して銀行創設者の便に
役立てていきたい。正に「パリ｛は一日にし℃ならず」との言葉もあり、銀行業についても同じこ
とが云いうるのであり、上記の忠告に従って努力してほしいとする。
以上において、明治九年の「銀行説」の大要を述べたが、これは引用した文章によって知られる
ように、二年後の印刷出版の「内国銀行創立説」とは、銀行についての基本的思惟様式において差
異はなし、。
しかし両者を比較検討すると、後者は国立銀行の理念と機能を最初に述べ、その意議を明確にし
て、経営者の在り方を吟味し、経営規模と実体に論及して論旨を一貫させた著述である。こうし℃
本書は国立銀行形成に関する序論ともいうことができる。
「銀行説」においては、直接に経営者を対象として記述されたものであり、銀行経営の容易なも
のでないこと、企画と運営の相互の重要性を強調し、経営の基本政策とくに創業時における安易な
拡張に対する制御策、綴密な慎重な経営努力の要請を強調しているO これらのことは銀行設立希望
者に対する指針でゐり、本書の社会的に果した役割は極めて大きいといわなければならない。
しかもこの粧沢の「銀行説」が小幡文庫に所蔵されているのは興味深い、何人かの銀行創設希望
者が彼の元に参ったのに、その時の粧沢の所説が殆んど残存していない今日、この資料の意味が注
意される。
小幡の銀行についての所論は、主として損益計算の手続き論である。国立銀行は、一見利益金が
大きく獲得できるようであるが、実際の利子計算を綿密に試みると必ずしもそう楽観できるもので
ないことを事例的に証明しようとしている。ことに紙幣発行制度の特権に伴い正貨準備が必要とせ
られ、紙幣の発行がやがて紙幣価値の下落を引き起すことをあげ、結局利益の低くなる点をも考慮
すべきであるとする。これは彼が、国立銀行の創設について師事したと推察される睦沢栄ーから銀
行経営の容易ならざる難点について自らは具体的に計数をもって示したことともいえる。前述した
ように銀行は徒らに拡張政策をとるべきでなく、経営努力の慎重な積重ねを主張する粧沢の態度と
その経営政策は規をーにするものと考えられる。
このように見℃くれば、小幡和平の「国立銀行の利害」における銀行経営の基本的態度は、一見
極めて慎重であって、むしろ消極的立場ですらあるように見受けられる。それは計数的に自らの立
場を貰いた結果論として形成されたものと云うこともできるであろう。しかし同時にまた粧沢の右
のような体験的立場からの指示に原因するものと推察することも可能である。
(1) 土屋喬雄、続日本経営理念史、七O一一七一頁、および同氏、日本の経営者精神、一五三一一
一六七頁にも問趣旨がある。
位） 佐沢栄一全集、第四巻、一七四一一二三二頁
(3）同 一八二一一一八四頁
(4）同 一八六一一一九九頁
(5) 「中外銀行説」は、原本の中扉には、次のように記されている。
第一国立銀行蔵版
中外銀行説一斑 .6. ニr.
小幡和平の国立銀行経営論
発行 製紙分社
粧沢栄一伝記資料、第四巻、二九四頁
(6)(7）粧沢栄一全集、第四巻、一八七頁
(9）同 一九一頁
(9）同 一九O頁
(le≫ 粧沢栄一伝記資料、第四巻、二九五頁
(1) 
(12) 
(13) 
(14) 
同
同
同
同
二九六頁
三O五頁
三一O頁
コO五頁
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伺 この点については、第一勧業銀行資料展示室の長沢玄光氏から種々有益な指導を賜わった。長
沢氏は施沢栄一の資料蒐集に多年掌ってこられた。
八、あとがき
以上におし、て、小幡和平の「国立銀行の利害」を中心にして、その銀行経営論の大略について原
文を紹介することに焦点をおいて述べてきた。その立論の位置づけを明らかにするために敢えて瀧
沢栄ーと福沢諭青の考え方も参考に叙述した。
当時の銀行経営の時代性について思い出されるのは、施沢栄ーが、第一銀行創立50周年に当つ℃
の記念講演の中の一節である。 「H ・H ・此銀行創立後間もなく明治7年1月に至り、其車の片輪とも
いふべき小野組は余りに過渡なる進歩を図った為め、終に蛙朕を致して到頭破産の運命を見るよう
になりました。前に述べた如く、三井、小野、島田の三家に僅の他の株主が附随して成立つた銀行
の其大基幹の小野組の破産は、一方からは取引の関係、一方からは資本の関係で、第一銀行に取っ
ては実に容易ならぬ打撃である。或る種類の人は最早第一銀行は潰れたと申された位であって、其
頃の私と現頭取との苦心は50年の背ながら宜しく諸君の御追想を請ひたいのであります。それから
続いて生じて来たのは金銀比価の変化で、あった。元来国立銀行の制度は、金札引替公債証書を納め
て銀行紙幣の許可を得、其紙幣は金貨を以て引替へる制度であったが、其頃東洋の金貨比価は常に
動いて居る。……銀行の信用は如何に厚くても金貨の必要性其紙幣は交換される。……この金貨引
換も小野組破産と本目立立んだ第二の困難でありました。……」①といような追憶談の中に示された銀
行経営の難問題があることである。この点について小幡は現に早く、明治7年ごろに、この問題の
深刻さを具体的に計数的に切実に主張していた点は注目に値する。
だからといって、銀行経営の基本政策について、小幡和平は施沢栄ーの国立第一銀行の頭取と同
じ基盤に立つ者として識見を高く評価すべきだとは、必ずも去えない。大蔵官僚から金融界、財界
の第一人者となった佐沢栄ーと、単なる金沢在住の一地方銀行経営者とを、若干の箇書においてそ
の立論の同一性を比較し℃類似性を発見することが出来たとても、またその点は評価すべきである
としても、これをもって経営認識の意味づけを決定すべきではない。欧米の銀行経営についての広
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い識見とわが国経済の運営と動向について鋭い認識の持ち主である粧沢の見解と、たまたま若干の
銀行の経営認識が一致したのである。
しかしここに彼の文章の全貌を紹介したのは、これは明治7年ごろに成立したものであり、時期
的に可なり早い聞に書かれたものであること、また銀行経営にとって重要な課題である紙幣発行の
問題、物価の上昇の問題について見識を示していること①、とくに物価の上昇についての見解は、
当時のこの種の優れた学者である福沢諭吉の「物価高下の事」において展開される論旨の水準と特
に大きな格差をもって見ることができないくらいであるO これらは評価される価値がある。
なお綜沢栄一の「銀行説」は、たまたま筆者が金沢市の石川県立図書館で、小幡和平の文庫の中
の数多くの文書を調べている際に発見したものである。第一勧業銀行の長沢玄光氏にも問い合わせ
未公開のものとわかった。
また本稿は、先に発表した「金沢国立第十三銀行形成の地域的性格」 〈佐々木教授退官記念事業
会編「社会科における教育と研究」昭和48年2月〉の続篇をなすものである。
1、第一銀行史、上巻、九五八一一九五九頁
2、この点については、新保博、徳川後期の物価水準〈国民経済雑誌に7-2、3(1973〕。
クロウカ－ E.S、徳川後期における貨幣涜通と物価（日本経済研究センタ｛会報、 169)19 
72が参考になる。
（なお、本稿の作成につい℃は石川県立図書館の古村氏に多大の御厚情を賜わった、ここに謝意
を表したい。〉
